
個 人 決 算 書［320］

（２４．１）

【取扱説明書】



目 次

概 要

概 要 ･････････････････････････････････････････････････････････ １

操作の流れ ･････････････････････････････････････････････････････････ ２

入力・訂正機能 （各キーの機能説明） ････････････････････････････････ ６

住所入力の便利な機能 ･･･････････････････････････････････････････････ ７

入力画面の説明 (サブミット・チェックボックス・ラジオボタン・

自動計算・手入力可能枠・手入力枠・画面サイズ切替・

プレビュー・印刷・マウス機能・行編集・セレクトボタン

コピー) ････････････････････････････････････････････ ８

個人決算書の操作及び計算式・注意点

青色一般 ･･････････････････････････････････････････････････････････ １３

医師及び歯科医師の付表 ････････････････････････････････････････････ １９

青色不動産 ････････････････････････････････････････････････････････ ２１

青色農業 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ２７

収支一般 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ３４

収支不動産 ････････････････････････････････････････････････････････ ３８

収支農業 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ４３

会計データ読込

会計データ読込操作方法 ･･･････････････････････････････････････････ ４８

会計データ科目設定登録 ･･･････････････････････････････････････････ ４９

【科目初期設定】

青色一般 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５１

青色不動産 ････････････････････････････････････････････････････････ ５４

青色農業 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５６

収支一般 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ５８

収支不動産 ････････････････････････････････････････････････････････ ５９

収支農業 ･･････････････････････････････････････････････････････････ ６０

減価償却関連

[170]減価償却データ読込について ･･･････････････････････････････････ ６１

減価償却データ入力について ････････････････････････････････････････ ６４

共有持分をまとめてマイナス金額で入力する場合 ･････････････････････ ６８

減価償却計算式 ････････････････････････････････････････････････････ ６９

国外中古建物不動産所得に係る損益通算等の特例････････････････････････ ７３

操作説明（出力）

プリント ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７５

ページプリンタのオフセット補正プログラムの操作 ････････････････････ ７８

ページプリンタにおける縮小印刷方法 ～Ｂ４出力をＡ４へ～ ････････････ ７９



様式変換

概要と変換方法 ････････････････････････････････････････････････････ ８０

青色←→収支変換内容 ･･････････････････････････････････････････････ ８２

年度更新

年度更新繰越内容 ････････････････････････････････････････････････ ８５

※ドットプリンタ出力は、現在サポートしておりません。※

年度更新及びユーティリティ・その他メンテナンス操作につきましては

「 をご覧ください。［Ｆ９］［Ｆ10］［Ｆ17］ＧＰメンテナンスプログラム取扱説明書」
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概要

● このプログラムは、本年の個人決算書について必要なデータを画面上で入力し、申告書を

作成するためのプログラムです。作成できる帳表は下記の８種類です。

青色申告書 一般・不動産・農業・医師及び歯科医師の付表

収支内訳書 一般[営業等・雑(業務)]・不動産・農業・不動産所得用付表

《国外中古建物所得に係る 損益通算の特例》

● プリント用紙

白紙・Ａ４又はＡ３コピー用紙

カラープリンタに対応しています。

System-Ｖのお客様については両面印刷に対応しております。

● データ入力時には用紙と同じ形式で画面を表示します。

リアルタイム計算

数字の変更に伴い合計表示が変わるリアルタイム計算です。１表内での演算は不要です。

マウス操作

マウス操作が可能です。マウスメニューに操作補助機能があります。

会計データ読み込み可能（自由設定）

※会計システムの全科目コードの読み取りは行っていません。

読み取り科目についてはコード設定表（Ｐ.51～）をご参照ください。

読み取り後は必ず金額のチェックを行ってください。

会計読み込みコードを自由に設定できます （Ｐ.49～参照）。

[170]減価償却データ読込み可能

※減価償却読込みは、合計・小計・個別での読込みが選択できます。

読込み後は必ず金額のチェックを行ってください。

読込み後のデータ変更ができます （Ｐ.61～参照）。

端末使用上の注意

１台のホストマシーンに対して複数の端末を接続している場合は、次の注意事項をお守り

ください。

１）同一年度のユーザコードに対し複数の端末から同時に操作を行っている場合は、

データを破損してしまいますので以下の操作は行わないでください。

・ユーザコードの変更・ユーティリティ内のデータ削除

２）同一年度のユーザコードに対する作業は、入力と出力を同時に行わないでください。

リアルタイム計算を行いますので、データ入力が進むにつれ、表内の金額がその

都度変わります。出力は全ての入力が終了後に行ってください。
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操作の流れ

● 呼び出し方

1. Ｆ９ 申告・個人・分析を選択します。

1. Ｆ９ 申告・個人・分析 より２画面目を

開きます。

Page Down 後頁を押します。

3. 新個人決算書のプログラムを選択します。

［３２０］ Enter を押します。

4. 個人決算書の画面を表示します。

＜画面説明＞
１１ 【個人決算書】．

個人決算書データの入力及び訂正を行います。

１２ 【印刷項目設定】．

『印刷しない項目』を指定します。

２１ 【様式変換】．

青色→収支、収支→青色への様式変換を行います。
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● 入力方法

1.「ユーザコード」を入力します。

※ ユーザコードを入力すると、登録している

ユーザ名と年度を表示します。

※ 新規登録の場合はﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ、年度を入力後、

新規作 (F3)を押します。ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞと年度を表示

しますので 『ﾕｰｻﾞ名』入力後、新規作(F3)を押、

してください。

2.［11]個人決算書を選択します。

3. 左図の画面を表示します。

4. 使用する帳票を選択します。

[1]使用する・[2]使用しないとなります。

※ 前年使用している帳票がわかる他

印刷時に[2]使用しないを選択している表は

印刷しません。

※ 電子申告の変換は[1]使用するを選択している

表のみ変換します。

各帳票でデータの入力を行ってください。

「F8：ＧＰ申告」にて、氏名等の登録の

確認を行います。

※ 会計読みをする場合、会計データ期首年

及び会計期間を入力してください。

GP申告情報を呼び出します。
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● プリント方法

※ 出力を行います。

1. 画面右上の「プリント」をクリックするか

「F7:プリント」を押します。

2. 左図の画面より出力用紙を選択します。

3. 左図の画面を表示します。

4. 印刷する帳票にチェックを付けると、

画面左上に「印刷」と「プレビュー」を表示

します。

「印刷」をクリックするか 「F3:プリント」を、

押します。

※全表を指定する場合は 全指定 を、指定を全て(F8)

解除する場合は 指 クリア を押します。(F9)
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5. 印刷設定項目を表示します。

『印刷しない項目』を指定します。

【印刷しない場合にﾁｪｯｸを付ける項目】

用紙には全項目印刷します。

印刷したくない項目のみﾁｪｯｸを付け

ます。

※収支一般[営業等・雑(業務)]は

共通です。

6. 左図の画面を表示します。

Enter を押してください。

※ 印刷を途中で終了したい場合

Ctrl + X + C を押してください。

● オフセット補正

1. 調整の□をクリックします。

㎜左にずらす場合 横： － ○○

㎜右にずらす場合 横： ＋ ○○

㎜上にずらす場合 縦： － ○○

㎜下にずらす場合 縦： ＋ ○○

※調整値はプリンタごとに記憶します。

。2. 印字がずれる場合にオフセット補正します

オフセット調整とは ･･･

ページプリンタで出力する際、印字がズレる

場合に印字位置を調整することができる機能

です。

詳しくは(P.78)オフセット調整の操作を

ご覧ください。
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（各キーの機能説明）入力・訂正機能

各キーには以下の機能があります。

【項目を移動するキー】

Ｅｎｔｅｒ 次項目に進みます。

次項目に進みます。→

Ｔａｂ １項目前に戻ります。←

１行下に進みます。↓

１行上に戻ります。↑

【訂正時に使うキー】

１文字ずつカーソルが移動します。← →

Delete カーソルの文字を１文字ずつ消します。

Back Space カーソルの１文字前の文字を消します。

Ｅｎｄ カーソルの文字以降を全部消します。

抹 消 （Ｆ４） １項目に入力されたものを全部消します。

Shift ＋ → 後 → ← 訂正したい文字のある項目にカーソルを止め

項目内でカーソルが移動できます。

【画面を切り替える時に使用するキー】

Page Down Ctrl ＋ ↓ 画面を下へ移動(スクロール)します。

Page Up Ctrl ＋ ↑ 画面の上へ移動(スクロール)します。

Ctrl ＋ Page Down

Ctrl ＋ → 画面を右へ移動(スクロール)します。

Ctrl ＋ Page Up

Ctrl ＋ ← 画面を左へ移動(スクロール)します。
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【計算するキー】

演 算 （Ｆ７） 入力した金額を集計し、計算結果を表示します。

【登録や終了時に使うキー】

全 終 了 （Ｆ５） 入力したものを登録します。

登録が終了すると最初の画面に戻ります。

Ｈｏｍｅ 又は データを書き込まずに終了します。

Shift ＋ 終･HOME (Ｆ５) ※プリント時には無効です。

【記憶に使うキー】

Insert 入力してある項目を記憶し、他の項目欄にコピーしま

す。

＜操作方法＞

××銀行 1）コピー元の項目にカーソルを移動し Insert

△△銀行 を押します （記憶させます）。

■

2）コピー先の項目（空欄）にカーソルを移動し

ここへコピーする方法 Insert を押しますと、コピー元の項目の内容が

コピー先の項目に表示します。

住所入力の便利な機能

７桁郵便番号変換ができます （全プログラム共通）。

例）東京都千代田区神田松永町と入力する場合：郵便番号は 「101-0023」となります。、

１．101-0023 と入力し、 スペース を１～２回押します。

画面左下の表示が

101-0023 → 東京都千代田区神田松永町 → 千代田区神田松永町

の順で変換します。

２．上記のように変換していきますので Enter を押して決定します。

残りの住所は手入力となります。

※ Windowsの漢字変換の設定により変換できる場合とできない場合があります。
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入力画面の説明

※グリーンの はウィンドウを開くボタンになっています。(以下『サブミット』と表記)

マウスの矢印を合わせて左クリックを１回押していただきますと、各項目に応じた選択画面

を開くことができます （サブミットにカーソルが止まった際にスペースを押して画面を開く。

こともできます ）。

※ピンクの はチェックボックスとなっています。□

該当する場合はマウスを合わせて左クリックを１回押していただきますと チェックマークν

νを付けるこを付けることができます （ 枠にカーソルが止まった際にスペースを押しても。 □

）とができます。

クリックすると項目内容に合わせた

ウィンドウを開きます。

マウスでクリックするとチェックマーク

が付きます。
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※グリーンの はラジオボタンとなっています。○

該当する項目にマウスを合わせて左クリックを１回押していただきますとその項目に

・(黒丸)が付きます。

選択の解除は 抹消 （Ｆ４）又は ＥＮＤ キーにて行います。

（ラジオボタンにカーソルが止まった際にスペースを押しても・ が付きます。

初期設定が入っている項目は消すことはできません。いずれかに丸印を付けます ）。

※グレー枠 は自動計算枠です （手入力はできません ）。 。

※オレンジ枠 は自動計算枠ですが手入力もできる枠となっています。

手入力後は黄色枠 に変わります （手入力データ優先）。

自動計算された金額を表示しない場合は「 」を入力しますと、空欄で表示されます。．

（空欄表示にした場合、印刷や電子申告でも表示されることはありません ）。

手入力データを消す場合は、 抹消 （Ｆ４）又は ＥＮＤ を押します。

（自動計算結果を表示し、オレンジ枠 に戻ります ）。

※ブルー枠 は会計データより読み込み項目です （手入力可能）。

会計データ読込みの内容につきましては、P.48～参照してください。

※ 前表 （Ｆ１ ・ 次表 （Ｆ２））

同じ種類の帳票内で前表、次表を呼び出すことができます。

該当項目にマウスを合わせて左クリックを

１回押します。

グレー枠は自動計算です。（手入力はできません。）

オレンジ枠は手入力もできる枠です。手入力

した場合は黄色の枠に変わります。
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※画面切替は画面表示サイズを３段階の大きさに切り替えることができます。

キーボードの Home でも操作可能です。

下図のように画面左上に、拡大表示・標準表示･縮小表示を押すことにより３段階に画面が

切り変わります。

※プレビュー 又は ○○プレ は印刷イメージを画面で表示する為のボタンです。

印刷イメージを見る表にマウスを合わせ左クリックを１回押してください。

画面にプレビューを表示します。

※プレビュー後、印刷も可能です。

※上図のように印刷イメージを表示します。

画面左上にある拡大・縮小を押すことにより３段階に画面が切り変わります。

※印刷 又 ○○印刷 は指定ボタンの表を白紙印刷します。印刷にマウスを合わせて左クリック

を１回押しますと『印刷中』と表示して印刷が始まります。

マウスで左クリックすると印刷イメージ

を表示します。
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マウス機能

【 よく使用する文字の登録 】

例 「○○事務所」と登録します。）

1.登録する文字を入力します。

例）税理士名の項目に税理士名を入力

2.登録する文字を右クリックします。

3.マウスメニューより「選択リストへ

登録」を選択します。

4.再度、右クリックした際に「登録した

文字」を表示したら登録完了です。

※尚、登録した文字は登録順に保存します。

※登録データを削除するには右クリックし、

「選択リストから削除」にマウスを合わせ、

削除する項目をクリックしてください。

【 [コピー］[貼り付け] 】

任意の語句を一時的に記憶し、別の項目へコピーすることができます。

（語句の記憶は同一表内に限ります ）。

1.コピーしたい語句の上で、マウス右ボタンをクリックし、[コピー]を選択します。

2.コピーしたい項目に移動し、マウスの右ボタンをクリックし、[貼り付け]を選択します。

行編集

1.入力枠にカーソルがあるときに

6：行編集 を表示します。

2.編集したい行にカーソルを置き、

行編集 (F6)をクリック、または

Ｆ６ キーを押します。

ソート (F1) ･･･ コード番号の小さい順に並べ替えを行います。

行抹消 (F2) ･･･ カーソルがある位置の行を削除して、行詰めします。

行挿入 (F3) ･･･ カーソルがある位置の行に空行を挿入します。

行入替 (F4) ･･･ 入れ替える行と行を指定して、 実行 (F4)を押します。

コピー (F6) ･･･ コピー元とコピー先の行を指定して、 実行 (F4)を押します。

※行抹消、行挿入後は 終了 (F5)を押してください。

選択リスﾄへ登録
を選択

コピーを選択

コピーする項目に
カーソルを移動

貼り付けを選択
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セレクトボタン

セレクトボタン (青色)は、青い枠にマウスを合わせて２回左クリックすると項目に合わせた

内容を表示します。

該当するものを選択し、１回左クリックします。

コピー

減価償却費の計算・不動産収入の内訳ページは画面上部に コピー のボタンがあります。

行のコピーを行う場合はこちらから行ってください。

、 。上記窓を表示しますので コピー元の行数とコピー先の行数を入力し 実行 (F4)を押してください

コピー後は 終了 (F5)を押してください。

帳票選択は科目設定や
他の帳票を表示します。

減価償却費のページでは償却方法を表示します。

コピーをクリックしてください。コピーをクリックすると下図
の画面を表示します。
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[11] 青色一般 P.1

青色一般を作成します。

氏名・住所等はGP申告情報より自動転記します。必要に応じて手直ししてください。

画面の各項目の茶色の文字は転記元を表示しています。

金額が違う場合は元データを直して頂くか、直接上書き(上書きすると項目が黄色となります)

してください。

・□会計データの読み込みを優先する場合はチェックしてください。

[18]･[20]･[22]･[23]･[38]･[39]

・□科目名称を再度読み込む場合は､チェックを付けてください。
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【 青色一般－Ｐ１計算式と注意 】

NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

住 所 ＧＰ申告の自宅の住所より転記 漢字20文字×2行

(15文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)事業所 ＧＰ申告の事業所の住所より転記

所在地

業種名 ＧＰ申告の業種名より転記 漢字9文字×2行

(6文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)屋 号 ＧＰ申告の屋号より転記

ﾌﾘｶﾞﾅ ﾌﾘｶﾞﾅ:半角28文字

ＧＰ申告の氏名より転記 氏名:漢字14文字

(10文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)氏 名

電 自宅 ＧＰ申告の電話番号欄より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

話 事務所 にて行ってください。

加 入 ＧＰ申告の加入団体名より転記 漢字10文字×2行

団体名

税理士 ＧＰ申告の税理士住所より転記 漢字14文字×2行

(9文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)所在地

税理士 上段白枠は手入力

氏 名 ＧＰ申告の税理士氏名より転記

税理士 ＧＰ申告の税理士の電話番号より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

電 話 にて行ってください。

ﾌﾟﾚﾌﾟﾘﾝﾄ 手入力 半角40文字

NO

提出年月日 空欄時にＧＰ申告より転記、手直し可

納税者番号 ＧＰ申告の納税者番号を表示

事業年度 ＧＰ申告の事業年度を表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

会計読 ＧＰ申告の会計読みを表示 にて行ってください。

期 間 ※会計ﾃﾞｰﾀ期首年を必ず入力してください。

[１] P.2売上金額計より転記

[３] P.2仕入金額計＋P.4[26]より転記

[４] [２] ＋ [３]

[６] ［４］－［５］

[７] ［１］－［６］

[18] 減価償却[リ]必要経費算入額より転記

[20] P.2給料賃金支給額計より転記 □会計読み優先にﾁｪｯｸ有り

[22] P.3利子割引料必要経費計より転記 の時は会計読み優先

[23] P.3地代家賃必要経費計より転記

[32] ［８］～［31］計

[33] ［７］－［32］

[37] ［34］～［36］計

[38] P.2専従者給与支給額計より転記 □会計読み優先にﾁｪｯｸ有り

[39] P.2[５]より転記 の時は会計読み優先

[42] ［38］～［41］計

[43] [33] ＋ [37] － [42]

[44] P.2[９]より転記

[45] [43] － [44] － 措置法差額

※医師の付表を区分｢2｣使用しないと医師の付表[Ｈ]より転記

している場合、金額を転記しません措置法差額

科目名 漢字10文字

(7文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)
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[12] 青色一般 P.2

月別の売上や青色申告特別控除を入力します。

【 青色一般－Ｐ２計算式と注意 】

NO 計算式等 文字数及び注意点

売上計 売上欄の縦計

仕入計 仕入欄の縦計

【給料賃金の内訳】

氏 名 漢字14文字

(9文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

従事月数 12月以上は入力不可

合 計 給与賃金＋賞与

延べ月数計 月数縦計

給料賃金計 縦計

賞与計 縦計

合計計 縦計

縦計源泉徴収税額計

普通か金融を選択
してください。
初期値 『普通』

65万円、55万円、10万円
かいずれか選択してくだ
さい。
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【専従者給与の内訳】

氏 名 漢字11文字

(7文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

続 柄 漢字３文字×2行

従事月数 12月以上は入力不可

合 計 給料賃金＋賞与

延べ月数計 月数縦計

給料賃金計 縦計

賞与計 縦計

合計計 縦計

縦計源泉徴収税額計

【地代家賃の内訳】

住所氏名 漢字25文字×3行 電子申告は、上中段住所

。賃借物件 漢字10文字×3行 下段氏名を入力してください

参考表示計 縦計

【貸倒引当金繰入額の計算】

普通5.5% 金融業3.3% ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝ選択○ ○

本年分繰入限度額 [３] [２]×上記選択率

本年分繰入額 [４] [３]転記

[５] [１]＋[４]本年分貸倒引当金繰入額

【青色申告特別控除額の計算】

( ) [６] 不動産P.1[21]より転記本年分の不動産所得金額 青色申告特別控除差し引く前

[７] 青一般P.1[43]より転記青色申告特別控除前の所得金額

青色申告特別控除 65万円又は 55万円を選択した場合 ※65万円、55万円、10万円○ ○

65万円又は55万円と[6]の [８] 65万円又は55万円と のいずれかになります。

少ない金額 [６]の少ない金額

[９] (65万円又は55万円

－[８])と[７]の少ない金額

青色申告特別控除 10万円を選択した場合 ※65万円、55万円、10万円○

10万円と[6]の少ない金額 [８] 10万円と[６]の少ない金額 のいずれかになります。

[９] (10万円－[８])と[７]の少

ない金額

[令和2年より]青色申告特別控除額が変わります。

改正後は「55万円」になります。

55万円の適用要件に加えて、e-Tax による申告（電子申告）又は電子帳簿保存を行うと、

引き続き「65万円」の青色申告特別控除が受けられます。

－詳しくは国税庁HPをご確認ください。
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[14] 青色一般 P.3

利子割引料・地代家賃等を入力します。

【 青色一般－Ｐ３計算式と注意 】

NO 計算式及び文字数 注意点等

【売上(収入)金額の明細 【仕入金額の明細】】

売上先名

仕入先名 漢字14文字

所在地 漢字24文字×２行

登録番号 登録番号を記載する場合は頭に「T」を入力し、 ※電子においては「T」の有無

(法人番号) 13桁の数字を入力してください。 で変換が変わります。

※法人番号は13桁の数字を入力してください。

金額 14桁

上記以外 14桁

計 縦計

【利子割引料の内訳】

住所氏名 漢字21文字×2行 電子申告は、上段住所

。下段氏名を入力してください

参考表示計 縦計

【税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳】 電子申告は、上段住所

。住所氏名 漢字21文字×2行 下段氏名を入力してください

【本年中における特殊事項】

漢字19文字×15行
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[14] 青色一般 P.4

貸借対照表の作成を行います。

※青色申告特別控除65万円又は55万円を選択した場合、貸借対照表は必ず印刷します。

・ 貸借対照表の科目名を再度読み込む場合は､チェックを付けてください。□

・P.4において 会計読 (F3)を実行した場合は、貸借対照表のみ会計読込みをします。

・青色申告特別控除前の所得金額はP.1[43]より転記しますが、貸借対照表内でバランスチェック

する場合は□にチェックを付けてください。

【 青色一般－Ｐ４計算式と注意 】
NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

【貸借対照表】

元入金 ※期末が空欄の場合は期首の金額を転記。手入力可

合計 各項目の縦計

□貸借対照表内で計算する 資産の部の期末計－負債・資本の部の期末計
にﾁｪｯｸ有の時の青色申告 (青色申告特別控除前所得金額を除く)

※資産の部の期末計と負債･資本の部の期末計が同額になるように計算特別控除前所得金額

【製造原価の計算】

[３] ［１］＋［２］

[５] ［３］－［４］

[21] ［７］～［20］計

[22] ［５］＋［６］＋ [21]

[24] [22] ＋ [23]

[26] [24] － [25]

科目名 漢字10文字(7文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)



- 19 -

[16] 青色医師の付表

青色一般の区分が『1』の時に医師の付表を作成することができます。

氏名・住所等はＧＰ申告情報より自動転記します。必要に応じて手直ししてください。

裏面を呼び出す場合
はここをクリックして
ください。

青一般の損益計算書より
転記する場合はチェック
を付けてください。

裏面を計算しない場合は
チェックを付けてください。
※チェックを付けた場合、
青一般の措置法差額への
転記はありません。
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【 医師の付表の表面・裏面 計算式と注意 】

計算式及び転記元 文字数及び注意点

社会保険の内容 漢字8文字

小計[1-4] 各項目の縦計

計[5] [１]＋[２]＋[３]＋[４]

自由診療の内容 漢字14文字

計[6] 各項目の縦計

雑収入 青色一般P.2雑収入計より転記

※社会保険診療報酬[Ｃ]＋[Ｄ]が5000万円を超えていた場合は画面上部にﾒｯｾｰｼﾞを出し

青色一般の措置法差額への転記はありません。

自由診療の割合は(1)又は(2)のいずれか大きい方へﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝが付きます。(変更可)

(1)診療実日数による割合

自由診療実日数:[Ｂ]

総診療実日数:[Ａ]＋[Ｂ]

[7]＝[Ｂ]÷[Ａ＋Ｂ]×100 ※小数点第2位まで表示
※第2位まで表示 小数点以下3位四捨五入

※[Ｂ]が無又は0の時は0

(2)収入による割合

自由診療実日数:[Ｅ]

総診実日数:[Ｃ]＋[Ｄ]＋[Ｅ]

[8]＝[Ｅ]÷[Ｃ＋Ｄ＋Ｅ]×100×調整率 ※小数点第2位まで表示
小数点以下3位四捨五入

※[Ｅ]が無又は0の時は0

調整率 80%・75%・85%を選択してください。

【 医師の付表の裏面 計算式と注意 】

計算式及び転記元 文字数及び注意点

原価及び経費の総額 青一般損益計算書の[6]+[32] 漢字8文字

自由診療割合 表面のﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝにより[7]又は[8]割合

経費の合計額[Ａ] {青色一般P.1[6]+[32]-[a]( )}× ※小数点以下切捨て手入力
の内自由診療分経費表面[7]又は[8]×100+[a]

(手入力)

専従者給与 ﾁｪｯｸがあった場合に

青一般損益計算書の[38]より転記

自由診療割合 表面のﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝにより[7]又は[8]割合

自由診療分専従者 青色一般P.1[38]×表面[7]又は[8] ※小数点以下切捨て
)給与の金額[Ｂ] ×100

ロ [Ｃ]貸倒金繰入額 手入力×55÷1000 ※小数点以下切捨て

ハ [Ｄ] 手入力×表面[7]又は[8]×100 ※小数点以下切捨て退職給与引当金への繰入額

イ [Ｅ]経費合計額 青色一般P.1[6]+[32]－[Ａ]

ロ [Ｆ] ( P.1[38]－[Ｂ])＋( ※赤字の場合は０社会保険診療分の経費合計 青色一般 退職給与引当金繰入額
( )－[Ｄ])＋{( P.2[４]－Ｃ)手入力 青色一般

一括評価貸倒引当金繰戻額 手入力 自由診療分の一括評価によ－( ( )－
}る貸倒引当金繰戻額(手入力))

３ Ｇ 式:表面([Ｃ]＋[Ｄ])×[ｂ]率×[ｃ]加算額

社会保険診療報酬 [ｂ]率 [ｃ]加算額 ※小数点以下切捨て

[Ｃ]＋[Ｄ]＜2500万円 72% ０円
2500万円＜[Ｃ]＋[Ｄ]≦3000万円 70% 50万円
3000万円＜[Ｃ]＋[Ｄ]≦4000万円 62% 290万円
4000万円＜[Ｃ]＋[Ｄ]≦5000万円 57% 490万円
5000万円＜[Ｃ]＋[Ｄ] 0% 0円

４ Ｈ 表面[Ｃ]＋[Ｄ]が5000万円超の場合は計算無 Ｈ青一般P.1措置

[Ｇ]－([Ｅ]＋[Ｆ]) 法差額へ転記

イ
専
従
者
給
与

２
保
険
診
療
分

イ
一
般
経
費

ロ
特
典
経
費
分

１
自
由
診
療
分
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[21] 青色不動産 P.1

青色不動産を作成します。

氏名・住所等はＧＰ申告情報より自動転記します。必要に応じて手直ししてください。

画面の各項目の茶色の文字は転記元を表示しています。

金額が違う場合は元データを直して頂くか、直接上書き(上書きすると項目が黄色となります)

してください。

・□会計データの読み込みを優先する場合は､チェックを付けてください。

[3]･[8]･[9]･[10]･[11]･[20]

・□科目名称を再度読み込む場合は､チェックを付けてください。

65万円、55万円、10万円か選択して
ください。
初期値 『空欄』必ず選択してください。

国外中古不動産に係る損益通算

の特例がある場合には減価償却

費を手入力してください。
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【 青色不動産－Ｐ１計算式と注意 】

NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

住 所 ＧＰ申告の自宅の住所より転記 漢字20文字×2行

職 業 ＧＰ申告の職業より転記 (14文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

ﾌﾘｶﾞﾅ ＧＰ申告の氏名より転記 ﾌﾘｶﾞﾅ:半角30文字

氏名:漢字15文字

氏 名 (10文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

電 話 ＧＰ申告の自宅電話番号欄より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

にて行ってください。

税理士 ＧＰ申告の税理士住所より転記 漢字14文字×2行

所在地 (8文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

税理士 上段白枠は手入力

氏 名 ＧＰ申告の税理士氏名より転記

税理士 ＧＰ申告の税理士の電話番号より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

電 話 にて行ってください。

ﾌﾟﾚﾌﾟﾘﾝﾄ 手入力 半角40文字

NO

提出年月日 空欄時にＧＰ申告より転記、手直し可

納税者番号 ＧＰ申告の納税者番号を表示

事業年度 ＧＰ申告の事業年度を表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

会計読 ＧＰ申告の会計読みを表示 にて行ってください。

期 間 ※会計ﾃﾞｰﾀ期首年を必ず入力してください。

[１] P.2年額計より転記

[２] P.2礼金等計より転記

[３] P.2名義書換等計より転記

[４] [１] ＋ [２] ＋ [３]

[８] 減価償却[リ]必要経費算入額より転記

[９] P.3借入金利子必要経費計より転記 □会計読み優先にﾁｪｯｸ有り

[10] P.3地代家賃必要経費計より転記 の時は会計読み優先

[11] P.2給料賃金支給額計より転記

[18] ［５］～［17］計

[19] ［４］－［18］

[20] P.2専従者給与支給額計より転記 □会計読み優先にﾁｪｯｸ有り

の時は会計読み優先

[22] ﾗｼﾞｵﾎﾞﾀﾝはどれか１つ必ず○ ○ ○65万円 55万円 10万円を選択してください。

上記選択の控除額と[21]の少ない額 選択してください。

科目名 漢字10文字(標準文字ｻｲｽﾞ)

[令和2年より]青色申告特別控除額が変わります。

改正後は「55万円」になります。

55万円の適用要件に加えて、e-Tax による申告（電子申告）又は電子帳簿保存を行うと、

引き続き「65万円」の青色申告特別控除が受けられます。

－詳しくは国税庁HPをご確認ください。
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[22] 青色不動産 P.2

不動産所得の収入を入力します。

全215行作成可能です。

・電子申告を行う場合、賃借人の住所・氏名欄は上段住所、下段氏名を入力してください。

・月額欄において年の途中の家賃変更に対応できるように｢○月まで｣の額と｢○月から｣の額

を記載できるように2段となっています。

電子申告は上段住所
下段氏名として転記

215行で足りない場合
は、上段次葉合計と
下段計を手入力して
ください。
足りない明細について
は別ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞで作成
してください。

不動産所得の下
に給料賃金及び
専従者給与内訳
があります。
画面をｽｸﾛｰﾙして
ください。

続表を呼び出す場合
はクリック
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【 青色不動産－Ｐ２計算式と注意 】

NO 計算式等 文字数及び注意点

年額計上段 年額の続表の全ての計を表示

年額計下段 年額の総合計を表示

礼金等計上段 礼金の続表の全ての計を表示

礼金等計下段 礼金の総合計を表示

名義書計上段 名義書の続表の全ての計を表示

名義書計下段 名義書の総合計を表示

保証金計上段 保証金敷金の続表の全ての計を表示

保証金計下段 保証金敷金の総合計を表示

【給料賃金の内訳】

氏 名 漢字14文字

(9文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

従事月数 12月以上は入力不可

合 計 給料賃金＋賞与

延べ月数計 月数縦計

給料賃金計 縦計

賞与計 縦計

合計計 縦計

縦計源泉徴収税額計

【専従者給与の内訳】

氏 名 漢字11文字

(7文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

続 柄 漢字3文字×2行

従事月数 12月以上は入力不可

合 計 給料賃金＋賞与

延べ月数計 月数縦計

給料賃金計 縦計

賞与計 縦計

合計計 縦計
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[24] 青色不動産 P.3

地代家賃・借入金利子・税理士等報酬料金を入力する枠となります。

欄外の端の破線を越えて行を入力した場合は続表へ印刷します。

【 青色不動産－Ｐ３計算式と注意 】

NO 文字数 行数及び注意

【地代家賃の内訳】 全11行:2行までP.3に印刷

住所氏名 漢字21文字×4行 電子申告する場合は

上2段住所、下2段氏名を

入力してください。

賃借物件 漢字8文字×4行

参考 計 縦計

【借入金利子の内訳】

住所氏名 漢字20文字×2行

参考 計 縦計 電子申告する場合は

【税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳】 上段住所・下段氏名を

住所氏名 漢字21文字×2行 入力してください。

地代は３行以上、借入は４行以上入力すると
続表として印刷します。
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[25] 青色不動産 P.4

青色不動産の貸借対照表の作成をします。

※青色申告特別控除65万円又は55万円を選択した場合、貸借対照表は必ず印刷します。

・□貸借対照表の科目名を再度読み込む場合は､チェックを付けてください。

・P.4において 会計読(F3)を実行した場合は、貸借対照表のみ会計読込みをします。

・青色申告特別控除前の所得金額はP1[21]より転記しますが、貸借対照表内でバランスチェック

する場合は□にチェックを付けてください。

【 青色不動産－Ｐ４計算式と注意 】

NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

【貸借対照表】

元入金 ※期末が空欄の場合は期首の金額を転記。手入力可

合計 各項目の縦計

□貸借対照表内で計算する 資産の部の期末計－負債・資本の部の期末計

にﾁｪｯｸ有の時の青色申告 (青色申告特別控除前所得金額を除く)

※資産の部の期末計と負債･資本の部の期末計が同額になるように計算特別控除前所得金額

科目名 漢字10文字:6文字まで普通文字

運用状況 漢字15文字×27行
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[31] 青色農業 P.1

青色農業を作成します。

氏名・住所等はＧＰ申告情報より自動転記します。必要に応じて手直ししてください。

画面の各項目の茶色の文字は転記元を表示しています。

金額が違う場合は元データを直して頂くか、直接上書き(上書きすると項目が黄色となります)

してください。

・□会計データの読み込みを優先する場合は､チェックを付けてください。

[20]･[22]･[23]･[24]･[41]･[42]

・□科目名称を再度読み込む場合は､チェックを付けてください。
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【 青色農業－Ｐ１計算式と注意 】

NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

住 所 ＧＰ申告の自宅の住所より転記 漢字20文字×2行

(15文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

ﾌﾘｶﾞﾅ ＧＰ申告の氏名より転記 ﾌﾘｶﾞﾅ:半角40文字
氏名:漢字20文字

氏 名 (15文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

業種名 ＧＰ申告の業種名より転記 漢字15文字×2行

農園名 ＧＰ申告の屋号より転記 (10文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

電 話 ＧＰ申告の自宅電話番号欄より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

にて行ってください。

税理士 ＧＰ申告の税理士住所より転記 漢字14文字×2行

所在地 (9文字まで普通文字)

税理士 上段白枠は手入力

氏 名 ＧＰ申告の税理士氏名より転記

税理士 ＧＰ申告の税理士の電話番号より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

電 話 にて行ってください。

ﾌﾟﾚﾌﾟﾘﾝﾄ 手入力 半角40文字

NO

提出年月日 空欄時にＧＰ申告より転記、手直し可

納税者番号 ＧＰ申告の納税者番号を表示

事業年度 ＧＰ申告の事業年度を表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

会計読 ＧＰ申告の会計読みを表示 にて行ってください。

期 間 ※会計ﾃﾞｰﾀ期首年を必ず入力してください。

[１] P.2[1]販売金額計より転記

[２] P.2[2]家事消費等計より転記

[３] P.2[3]雑収入計より転記

[４] [１] ＋ [２] ＋ [３]

[５] P.2[5]農産物の期首棚卸高計より転記

[６] P.2[6]農産物の期末棚卸高計より転記

[20] 減価償却[リ]必要経費算入額より転記

[22] P.2[22]雇人費支給額計より転記 □会計読み優先にﾁｪｯｸ有り

[23] P.3利子割引料必要経費計より転記 の時は会計読み優先

[24] P.3地代・賃借料支払額計より転記

[31] ［８］～［30］計

[32] P.2[32]農産物以外の期首棚卸高計より転記

[33] P.2[33]農産物以外の期末棚卸高計より転記

[34] P.3[34]育成費用計より転記

[35] ［31］＋［32］ － [33] － [34]

[36] ［７］－［35］

[40] ［37］～［39］計

[41] P.2専従者給与支給額計より転記 □会計読み優先にﾁｪｯｸ有り

[42] P.4[42]より転記 の時は会計読み優先

[45] ［41］～［44］計

[46] [36] ＋ [40] － [45]

[47] P.4[47]青色申告特別控除より転記

[48] [46] － [47]

科目名 漢字10文字

(7文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)
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[32] 青色農業 P.2

青色農業の収入を入力します。

【 青色農業－Ｐ２計算式と注意 】

NO 計算式等 文字数及び注意点

【収入金額の内訳】

区分 漢字6文字×2行

※果樹は4文字×2行

農産物期首計 [5] 農産物の期首の縦計

農産物販売金額計 農産物の販売金額の縦計

農産物家事金額計 農産物の家事消費の縦計

農産物期末計 [6] 農産物の期末の縦計

販売金額計 [1] 農産物計＋畜産その他の販売金額計

家事消費額計 [2] 農産物家事消費計＋畜産その他の家事消費計

【雑収入】

区分 漢字23文字

合計 金額の縦計

電子申告は上段住所
下段氏名として転記
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NO 計算式等 文字数及び注意点

【農産物以外の棚卸高の内訳】

区分 漢字6文字

数量・単位 左側:数値、右側:漢字2文字

期首棚卸高計 [32] 期首棚卸の縦計

期末棚卸高計 [33] 期末棚卸の縦計

【雇用人費の内訳】

氏名・住所 漢字9文字×2行

電子申告は上段氏名、下段

住所又は作業名を入力

支給額合計 現金＋現物

日数計 日数縦計

現金計 現金縦計

現物計 現物縦計

合計 [22] 合計縦計

源泉徴収税額 源泉徴収税額縦計

【専従者給与の内訳】

氏 名 漢字7文字×2行

続 柄 漢字3文字×2行

従事月数 12月以上は入力不可

合 計 給料賃金＋賞与

延べ月数計 月数縦計

給料賃金計 給料縦計

賞与計 賞与縦計

合計計 [41] 合計縦計

源泉徴収税額 源泉徴収税額縦計
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[34] 青色農業 P.3

果樹・牛馬等の育成費用の計算を入力します。

【 青色農業－Ｐ３計算式と注意 】

NO 計算式等 文字数及び注意

【果樹・牛馬等の育成費用の計算】

果樹･牛馬等の名称 漢字8文字×2行

[ニ]小計 [ロ] ＋ [ハ]

[へ]取得価額加算額 [ニ] － [ホ]

[チ]翌期繰越額 [イ] ＋ [へ] －[ト]

[イ]前年の繰越額計 縦計

[ロ]種苗種付畜産費計 縦計

[ニ]小計 計[34] 縦計

[ホ]収入金額計 縦計

[へ]取得価額加算額計 縦計

[ト]取得価額 縦計

[チ]翌期繰越額 縦計

計算方法 漢字15文字×6行

【地代・賃借料の内訳】

支払先の住所氏名 漢字15文字×2行
電子申告は上段住所、下段
氏名を入力

小作料･賃借料等別 漢字5文字×2行

参考表示計 縦計

【利子割引料の内訳】

支払先の住所氏名 漢字14文字×2行

電子申告は上段住所、下段

氏名を入力

参考表示計 縦計 漢字5文字×2行

【税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳】

支払先の住所氏名 漢字15文字×2行
電子申告は上段住所、下段
氏名を入力

電子申告は上段住所
下段氏名として転記
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[35] 青色農業 P.4

青色農業の貸借対照表を入力します。青色申告特別控除もこちらで入力します。

※青色申告特別控除65万円又は55万円を選択した場合、貸借対照表は必ず印刷します。

・□貸借対照表の科目名を再度読み込む場合は､チェックを付けてください。

・P.4において 会計読(F3)を実行した場合は、貸借対照表のみ会計読込みをします。

・青色申告特別控除前の所得金額はP1[46]より転記しますが、貸借対照表内でバランスチェック

する場合は□にチェックを付けてください。

【 青色農業－Ｐ４計算式と注意 】
NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

【貸倒引当金繰入額の計算】

本年分繰入限度額 [ハ] [ロ]×5.5%

本年分繰入額 [ニ] [ハ]転記

[ホ] [イ] ＋ [ニ]本年分貸倒引当金繰入額

【青色申告特別控除の計算】

( ) [ヘ] 不動産P.1[21]より転記本年分の不動産所得金額 青色申告特別控除差し引く前

[ト] 青農業P.1[46]より転記青色申告特別控除前の所得金額

青色申告特別控除 65万円 55万円を選択した場合 ※65万円、55万円、10万円○ ○

65万円又は55万円と[ヘ]の [チ] 65万円又は55万円と[へ] のいずれかになります。

少ない金額 の少ない金額

[リ] (65万円又は55万円－[チ])

と[ト]の少ない金額

青色申告特別控除 10万円を選択した場合 ※65万円、55万円、10万円○

10万円と[ヘ]の少ない金額 [チ] 10万円と[へ]の少ない金額 のいずれかになります。

[リ] (10万円－[チ])と[ト]の少

ない金額

65万円、55万円、10万円
のいずれか選択してくだ
さい。
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NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

【貸借対照表】

元入金 ※期末が空欄の場合は期首の金額を転記。手入力可

合計 各項目の縦計

□貸借対照表内で計算する 資産の部の期末計－負債・資本の部の期末計

にﾁｪｯｸ有の時の青色申告 (青色申告特別控除前所得金額を除く)

※資産の部の期末計と負債･資本の部の期末計が同額になるように計算特別控除前所得金額

科目名 漢字10文字:7文字まで普通文字

運用状況 漢字13文字×12行

[令和2年より]青色申告特別控除額が変わります。

改正後は「55万円」になります。

55万円の適用要件に加えて、e-Tax による申告（電子申告）又は電子帳簿保存を行うと、

引き続き「65万円」の青色申告特別控除が受けられます。

－詳しくは国税庁HPをご確認ください。
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[41] 収支一般(営業等)・[44]収支一般(雑-業務) P.1

収支一般を作成します。R4年より、収支一般は「営業等」と「雑(業務)」に分かれました。

[41]～[43]営業等、[44]～[46]雑(業務)です。

データ入力する際は間違えて入力しないようご注意ください。

※雑(業務)データを営業等データ、及び青色一般

データに変更することはできません。

氏名・住所等はＧＰ申告情報より自動転記します。必要に応じて手直ししてください。

画面の各項目の茶色の文字は転記元を表示しています。

金額が違う場合は元データを直して頂くか、直接上書き(上書きすると項目が黄色となります)

してください。

・□会計データの読み込みを優先する場合､チェックを付けてください。

[1]･[6]･[11]･[13]･[15]･[16]

・□科目名称を再度読み込む場合は､チェックを付けてください。

【[44]～[46]雑(業務)】

雑(業務)においては

事業専従者の入力は

できません。

[41]は営業等、[44]は雑(業務) で固定となっています。
確認のうえ入力してください。
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【 収支一般－Ｐ１計算式と注意 】

NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

住 所 ＧＰ申告の自宅の住所より転記 漢字20文字×2行

事業所 ＧＰ申告の事業所の住所より転記 (15文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

所在地

業種名 ＧＰ申告の業種名より転記 漢字9文字×2行

屋 号 ＧＰ申告の屋号より転記 (6文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

ﾌﾘｶﾞﾅ ＧＰ申告の氏名より転記 ﾌﾘｶﾞﾅ:半角28文字

氏名:漢字14文字

氏 名 (10文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

電 自宅 ＧＰ申告の電話番号欄より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

話 事務所 にて行ってください。

加 入 ＧＰ申告の加入団体名より転記 漢字10文字×2行

団体名

税理士 ＧＰ申告の税理士住所より転記 漢字14文字×2行

所在地 (9文字まで標準文字ｻｲｽﾞ）

税理士 上段白枠は手入力

氏 名 ＧＰ申告の税理士氏名より転記

税理士 ＧＰ申告の税理士の電話番号より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

電 話 にて行ってください。

ﾌﾟﾚﾌﾟﾘﾝﾄ 手入力 半角40文字

NO

提出年月日 空欄時にＧＰ申告より転記、手直し可

納税者番号 ＧＰ申告の納税者番号を表示

事業年度 ＧＰ申告の事業年度を表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

会計読 ＧＰ申告の会計読みを表示 にて行ってください。

期 間 ※会計ﾃﾞｰﾀ期首年を必ず入力してください。

[１] P.2[1]売上金額計より転記

[４] [１] ＋ [２] ＋ [３]

[６] P.2[6]仕入金額計より転記

[７] ［５］＋［６］

[９] ［７］－［８］

[10] ［４］－［９］

[11] P.1[11]給料賃金支給額計より転記 □会計読み優先にﾁｪｯｸ有り

[13] 減価償却[リ]必要経費算入額より転記 の時は会計読み優先

[15] P.2地代家賃必要経費計より転記

[16] P.2利子割引料必要経費計より転記

[17] ［イ］～［レ］計

[18] ［11］～［16］の計＋[17]

[19] ［10］－［18］ ※雑(業務)は入力不可

[21] [19] － [20] － 措置法差額

科目名 漢字5文字×2行

【給料賃金の内訳】

氏 名 漢字9文字×2行

(6文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

従事月数 12月以上は入力不可

合 計 給与賃金＋賞与

延べ月数計 月数縦計

給料賃金計 縦計

賞与計 縦計

合計計[11] 縦計

縦計源泉徴収税額計
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NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

【税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳】 電子申告は、上段住所

住所氏名 漢字17文字×2行 下段氏名を入力してくださ

い。

【事業専従者の氏名等】 ※雑(業務)は入力不可

氏 名 漢字14文字

(7文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

続 柄 漢字６文字

従事月数 12月以上は入力不可
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[43] 収支一般(営業等)・[46]収支一般(雑-業務) P.2

収支一般の売上等を入力します。

【 収支一般－Ｐ２計算式と注意 】
NO 計算式及び文字数 注意点等

【売上(収入)金額の明細】

売上先名 漢字14文字×2行

所在地 漢字21文字×2行

登録番号 登録番号を記載する場合は頭に「T」を入力し､ ※電子においては｢T｣の有無で
(法人番号) 13桁の数字を入力してください。 変換が変わります。

※法人番号は13桁の数字を入力してください。

計[1] 縦計

【仕入金額の明細】

仕入先名 漢字14文字×2行

所在地 漢字21文字×2行

登録番号 登録番号を記載する場合は頭に「T」を入力し､ ※電子においては｢T｣の有無で
(法人番号) 13桁の数字を入力してください。 変換が変わります。

※法人番号は13桁の数字を入力してください。

計[6] 縦計

【利子割料の内訳】

住所氏名 漢字21文字×2行 電子申告は、上段住所

下段氏名を入力してください。

参考表示 計 縦計

【地代家賃の内訳】

住所氏名 漢字21文字×3行 電子申告は、上中段住所

賃借物件 漢字8文字×3行 下段氏名を入力してください。

参考表示 計 縦計

【本年中における特殊事項】

漢字19文字×15行
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[51] 収支不動産 P.1

収支不動産を作成します。不動産所得の収入の内訳は全210行作成可能です。

氏名・住所等はＧＰ申告情報より自動転記します。必要に応じて手直ししてください。

画面の各項目の茶色の文字は転記元を表示しています。

金額が違う場合は元データを直して頂くか、直接上書き(上書きすると項目が黄色となります)

してください。

・□会計データの読み込みを優先する場合は､チェックを付けてください。

[6]･[7]･[9]･[10]･[ハ]

・□科目名称を再度読み込む場合は､チェックを付けてください。

・電子申告を行う場合は、賃借人の住所・氏名欄の上段住所、下段氏名を入力してください。

・月額欄において年の途中の家賃変更に対応できるように｢○月まで｣の額と｢○月から｣の額

を記載できるように2段となっています。

収支内訳書は青色決算書と違って枠が狭いため、｢～○月｣と｢○月～｣は右欄外に印刷します。

電子申告は上段住所
下段氏名として転記 210行で足りない場合

は、上段次葉合計と
下段計を手入力して
ください。
足りない明細について
は別ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞで作成
してください。

国外中古不動産に係る損益通算の特

例がある場合には減価償却費を手入

力してください。
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【 収支不動産－Ｐ１計算式と注意 】

NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

住 所 ＧＰ申告の自宅の住所より転記 漢字20文字×2行

職 業 ＧＰ申告の職業より転記 (14文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

ﾌﾘｶﾞﾅ ＧＰ申告の氏名より転記 ﾌﾘｶﾞﾅ:半角30文字

氏名:漢字15文字

氏 名 (10文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

電 話 ＧＰ申告の自宅電話番号欄より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

にて行ってください。

税理士 ＧＰ申告の税理士住所より転記 漢字14文字×2行

所在地 (8文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

税理士 上段白枠は手入力

氏 名 ＧＰ申告の税理士氏名より転記

税理士 ＧＰ申告の税理士の電話番号より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

電 話 にて行ってください。

ﾌﾟﾚﾌﾟﾘﾝﾄNO 手入力 半角40文字

提出年月日 空欄時にＧＰ申告より転記、手直し可

納税者番号 ＧＰ申告の納税者番号を表示

事業年度 ＧＰ申告の事業年度を表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

会計読 ＧＰ申告の会計読みを表示 にて行ってください。

期 間 ※会計ﾃﾞｰﾀ期首年を必ず入力してください。

[１] P.1[1]年額計より転記

[２] P.1[2]礼金等計より転記

[３] P.1[3]名義書換等計より転記

[４] [２] ＋ [３]

[５] [１] ＋ [４]

[６] P.1[6]給料賃金額計より転記

[７] 減価償却[リ]必要経費算入額より転記 □会計読み優先にﾁｪｯｸ有り

[９] P.2地代家賃必要経費計より転記 の時は会計読み優先

[10] P.2借入金利子必要経費計より転記

[ハ] P.2修繕費必要経費計より転記

[11] ［イ］～［ホ］計

[12] ［６］～［10］計 ＋［11］

[13] ［５］－［12］

[15] ［13] －［14］

【不動産所得の収入の内訳】

年額計上段 年額の続表の全ての計を表示

年額計下段 年額の総合計を表示

礼金等計上段 礼金の続表の全ての計を表示

礼金等計下段 礼金の総合計を表示

名義書計上段 名義書の続表の全ての計を表示

名義書計下段 名義書の総合計を表示

保証金計上段 保証金敷金の続表の全ての計を表示

保証金計下段 保証金敷金の総合計を表示
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NO 計算式等 文字数及び注意点

【給料賃金の内訳】

氏 名 漢字8文字

(6文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

従事月数 12月以上は入力不可

合 計 給料賃金＋賞与

延べ月数計 月数縦計

給料賃金計 縦計

賞与 計 縦計

合計 計 縦計

縦計源泉徴収税額計

【事業専従者の氏名等】

氏 名 漢字11文字

(7文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

続 柄 漢字3文字×2行

従事月数 12月以上は入力不可

延べ月数計 月数縦計
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[54] 収支不動産 P.2

借入金利子・修繕費・地代家賃・税理士等報酬料金を入力する枠となります。

続表を入力する場合全行表示をクリックしてください。

【 収支不動産－Ｐ２計算式と注意 】

NO 文字数 行数及び注意

【借入利子割の内訳】

住所氏名 漢字20文字×2行 電子申告は上段住所

。下段氏名を入力してください

参考表示 計 縦計

【修繕費の内訳】 全11行:2行までP.3に印刷

住所氏名 漢字20文字×3行 電子申告は上2段住所

下2段氏名を入力して

ください。

工事名等 漢字10文字×3行

参考表示 計 縦計

全行表示画面にて借入を3行以上・修繕費を
4行以上・地代家賃を3行以上入力すると
続表として印刷します。
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NO 文字数 行数及び注意

【地代家賃の内訳】 全11行:2行までP.3に印刷

住所氏名 漢字21文字×3行 電子申告は上中住所

。下段氏名を入力してください

貸物件 漢字8文字×3行

参考表示 計 縦計

【税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳】 電子申告は上段住所

。住所氏名 漢字21文字×2行 下段氏名を入力してください

【本年中における特殊事項】

漢字35文字×7行
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[61] 収支農業 P.1

収支農業を作成します。

氏名・住所等はGP申告情報より自動転記します。必要に応じて手直ししてください。

画面の各項目の茶色の文字は転記元を表示しています。

金額が違う場合は元データを直して頂くか、直接上書き(上書きすると項目が黄色となります)

してください。

・□会計データの読み込みを優先する場合は､チェックを付けてください。

[9]･[10]

・□科目名称を再度読み込む場合は､チェックを付けてください。
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【 収支農業－Ｐ１計算式と注意 】

NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

住 所 ＧＰ申告の自宅の住所より転記 漢字20文字×2行

(15文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

ﾌﾘｶﾞﾅ ＧＰ申告の氏名より転記 ﾌﾘｶﾞﾅ:半角40文字

氏名:漢字20文字

氏 名 (15文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

業種名 ＧＰ申告の業種名より転記 漢字15文字×2行

農園名 ＧＰ申告の屋号より転記 (10文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

電 話 ＧＰ申告の自宅電話番号欄より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

にて行ってください。

税理士 ＧＰ申告の税理士住所より転記 漢字14文字×2行

所在地 (9文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

税理士 上段白枠は手入力

氏 名 ＧＰ申告の税理士氏名より転記

税理士 ＧＰ申告の税理士の電話番号より表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

電 話 にて行ってください。

ﾌﾟﾚﾌﾟﾘﾝﾄNO 手入力 半角40文字

提出年月日 空欄時にＧＰ申告より転記、手直し可

納税者番号 ＧＰ申告の納税者番号を表示

事業年度 ＧＰ申告の事業年度を表示 訂正する場合は[F8:GP申告]

会計読 ＧＰ申告の会計読みを表示 にて行ってください。

期 間 ※会計ﾃﾞｰﾀ期首年を必ず入力してください。

[１] P.2[1]販売金額計より転記

[２] P.2[2]家事消費等計より転記

[３] P.2[3]雑収入計より転記

[４] [１] ＋ [２] ＋ [３]

[５] P.2[5]農産物の期首棚卸高計より転記

[６] P.2[6]農産物の期首棚卸高計より転記

[７] [４] － [５] ＋ [６]

[８] P.1[８]雇人費計より転記 □会計読み優先にﾁｪｯｸ有り

[９] P.1小作料・賃借料計より転記 の時は会計読み優先

[10] 減価償却[リ]必要経費算入額より転記

[ラ] P.2[ラ]育成費用小計より転記

[13] ［イ］～［ネ］計 － [ナ] － [ラ]

[15] ［７］－［14］

[17] ［15］－［16］

科目名 漢字5文字×2行

【雇人費の内訳】

氏名・住所 漢字9文字×4行

電子申告は上段氏名、2段目

合計 現金＋現物 以降住所又は作業名を入力

日数計 日数計

現金計 現金縦計

現物計 現物縦計

合計 合計縦計

源泉徴収税額 源泉徴収税額縦計

【小作料・賃借料の内訳】

氏名・住所 漢字18文字×2行

電子申告は上段住所、下段

氏名を入力
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NO 計算式及び転記元 文字数及び注意点

【事業専従者の氏名等】

氏 名 漢字14文字

(8文字まで標準文字ｻｲｽﾞ)

続 柄 漢字3文字×2行

従事月数 12月以上は入力不可

延べ月数計 月数縦計
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[25] 収支農業 P.2

収支農業の収入を入力します。

【 収支－Ｐ２計算式と注意 】

NO 計算式等 文字数及び注意点

【収入金額の内訳】

【田畑区分】 漢字6文字×2行

作付面積等 縦計

[A]販売金額計 田畑の販売金額縦計

[A]家事消費額計 田畑の家事消費縦計

[A]農産物期首計 田畑の農産物の期首の縦計

[A]農産物期末計 田畑の農産物の期末の縦計

特殊施設区分 漢字6文字×2行【 】

作付面積等 縦計

[B]販売金額計 特殊の販売金額縦計

[B]家事消費額計 特殊の家事消費縦計

[B]農産物期首計 特殊の農産物の期首の縦計

[B]農産物期末計 特殊の農産物の期末の縦計

【農産物計[A]+[B]】

作付面積計 手入力

販売金額計 [Ａ]＋[Ｂ]販売金額計

家事消費額計 [Ａ]＋[Ｂ]家事消費縦計

農産物期首計 [Ａ]＋[Ｂ]農産物の期首の縦計

農産物期末計 [Ａ]＋[Ｂ]農産物の期末の縦計

【畜産物その他】

[C]販売金額計 畜産の販売金額計

[C]家事消費額計 畜産の家事消費縦計

[C]農産物期首計 畜産の農産物の期首の縦計
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NO 計算式等 文字数及び注意点

【合計】

[1]販売金額計 [Ａ] ＋ [Ｂ] ＋ [Ｃ] の販売金額計

[2]家事消費額計 [Ａ] ＋ [Ｂ] ＋ [Ｃ] の家事消費縦計

雑収入 漢字17文字×2行

[3]期末計 雑収入金額の縦計

【果樹・牛馬等の育成費用の計算】

果樹･牛馬等の名称 漢字8文字×2行

[ニ]小計 [ロ] ＋ [ハ]

[へ]取得価額加算額 [ニ] － [ホ]

[チ]翌期繰越額 [イ] ＋ [へ] －[ト]

[イ]前年の繰越額計 縦計

[ロ]種苗種付畜産費計 縦計

[ハ]肥料等投下計 縦計

[ニ]小計 計[ラ] 縦計

[ホ]収入金額計 縦計

[へ]取得価額加算額計 縦計

[ト]取得価額 縦計

[チ]翌期繰越額 縦計

計算方法 漢字10文字×6行

【本年中における特殊事情】

漢字13文字×6行
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会計データの読み込みについて

会計データの読み込みは予め初期設定をしてあります。

初期設定及び各ユーザコード単位で科目コードを自由に変更することが可能です。(後頁参照)

● 科目設定初期登録について
科目コードの初期設定を設定しておきますと全ユーザ共通で会計データの読み取りを

行うことができます。

● 各会計読みの操作方法

1. GP申告(F8)を選択し会計読期間及び

会計データ期首年が指定してあるか

確認してください。(下図Ａ参照)

会計データ期首年を指定していない

と読込み時、ｴﾗｰを表示します。

。2. 会計読みするﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞを確認します

初期値は呼び出しているﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ

を表示しますが、変更可能です。

3. 合併ﾕｰｻﾞがある場合は合併 をｸﾘｯｸ

します (11社分のﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ読込み可)。

期首年月日が同一のﾃﾞｰﾀを読込み

ます。

4.会計読(F3)を押します。

※青枠に会計読みを行います。

※ｵﾚﾝｼﾞ枠については各様式の

P.2～3より読み込みます。

会計読みを優先させる場合は

へﾁｪｯｸを付けてください。□

(図Ａ)

GP申告(F8)を押すと左図の画面を

表示します。

会計読期間と会計ﾃﾞｰﾀ期首年が

入力してあることを確認してくださ

い。

入力後、終了(F5)を押すと

個人決算書の画面に戻ります
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会計データの科目設定登録

個人決算書において、会計データの読み込みが可能です。

会計ﾃﾞｰﾀ読み込みの科目コードは初期値が設定してあります。

指定ユーザコードの会計データ科目設定より自動的にコードを表示します。

※基本はTACｺｰﾄﾞを表示します。

(他社ｺｰﾄﾞTKCなどは会計ﾃﾞｰﾀがTKCであれば自動的にTKCｺｰﾄﾞを表示します。)

該当している表のみの科目設定が可能となっています。

例）青色一般区分が１となっている場合、[101]青色一般の科目設定が呼び出せるように色が

変わります。－クリック又は番号を指定して頂くと科目設定を呼び出すことが可能です。

※会計データがない場合は、エラーを表示します。
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下図のように科目登録のｺｰﾄﾞを表示します。指定ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞの財務の科目ｺｰﾄﾞに合わせて

設定が可能です。

損益の科目登録を表示します。

貸借対照表の科目を設定する場合は貸借設定をｸﾘｯｸしてください。

【損益計算書】

各項目にｶｰｿﾙが止まります。

科目ｺｰﾄﾞを入力します。

●1科目のみの指定の場合は

番号 Enter

●科目範囲指定は

番号 Enter － (ﾏｲﾅｽ)

番号 Enter

●2科目以上の指定の場合は

番号 Enter

番号 Enter

※科目ｺｰﾄﾞが重複しない

ようご注意ください。

【貸借対照表】

※｢科目名を再読込みする場合は、チェックを付けてください。｣にチェックを付けると

科目名が空欄の場合に、先頭に指定している科目コードの科目名を読込みます。

各ﾕｰｻﾞごとの科目ｺｰﾄﾞ表
を印刷できます。

初期値を変更する場合
は初期設定をｸﾘｯｸして
ください。



<< 科目初期設定 >>
【青色一般】

損益計算書

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

期 首 商 品 棚 卸 高 [２]

期 末 商 品 棚 卸 高 [５]

租 税 公 課 [８]

荷 造 運 賃 [９]

水 道 光 熱 費 [10]

旅 費 交 通 費 [11]

通 信 費 [12]

広 告 宣 伝 費 [13]

接 待 交 際 費 [14]

損 害 保 険 料 [15]

修 繕 費 [16]

消 耗 品 費 [17]

減 価 償 却 費 [18]

福 利 厚 生 費 [19]

給 料 賃 金 [20]

外 注 工 賃 [21]

利 子 割 引 料 [22]

地 代 家 賃 [23]

貸 倒 金 [24]

[25]

[26]

[27]

[28]

[29]

[30]

雑 費 [31]

貸 倒 引 当 金 [34]

[35]

[36]

専 従 者 給 与 [38]

貸 倒 引 当 金 [39]

[40]

[41]

売 上

仕 入

家 事 消 費 等

雑 収 入

410

420

321 322

314

313

317

318

316

319

311

312

307 308

323

305 306

302 - 304

355

331 332

309 310

334

315

320

324 - 328

350 - 354

356 - 373

333

329

523

522 524

525 - 535

301 344

343

342

346 - 349

501 - 503 505 - 510 551 - 565

401 - 409 411 - 419 4101 - 4105

504

512
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v32
テキストボックス
うち軽減8%は左の売上・仕入の科目設定に基づき、軽減8%の仕訳を集計します。



<< 科目初期設定 >>

【青色一般】

貸借対照表

資産の部

負債の部

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

現 金

当 座 預 金

定 期 預 金

そ の 他 の 預 金

受 取 手 形

売 掛 金

有 価 証 券

棚 卸 資 産

前 払 金

貸 付 金

建 物

建 物 付 属 設 備

機 械 装 置

車 両 運 搬 具

工具・器具・備品

土 地

事 業 主 貸

支 払 手 形

買 掛 金

借 入 金

未 払 金

前 受 金

預 り 金

貸 倒 引 当 金

事 業 主 借

元 入 金

101

102

104 105

103 106

111

112 113

139 171

114 - 118

119 121

120

141

142

144

145

146

147

122 - 128

130 - 138

143

148 - 159

161 - 169

172 - 185

191 - 199

129

201

202

204 221

205 206

207 208

209

210

214

215

216

218 - 220

241 - 259

222 - 229

231

232

233

211

212

213

217

600
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<< 科目初期設定 >>

【青色一般】

製造原価の計算

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

期首原材料棚卸高 [１]

原 材 料 仕 入 高 [２]

期末 原材料棚卸高 [４]

労 務 費 [６]

外 注 工 賃 [７]

電 力 費 [８]

水 道 光 熱 費 [９]

修 繕 費 [10]

減 価 償 却 費 [11]

[12]

[13]

[14]

[15]

[16]

[17]

[18]

[19]

雑 費 [20]

期 首 半 製 品

仕 掛 品 棚 卸 高 [23]

期 末 半 製 品

仕 掛 品 棚 卸 高 [25]

901

902 - 906 908 909 961 - 969

9011 - 9019

907

911 - 925 9111 - 9115

926 - 930

932

933

936

935

931 934

938 939

937 940

941

942 943

944 - 950

952 - 959

951

970

980
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<< 科目初期設定 >>
【青色不動産】

損益計算書

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

[３]

租 税 公 課 [５]

損 害 保 険 料 [６]

修 繕 費 [７]

減 価 償 却 費 [８]

借 入 金 利 子 [９]

地 代 家 賃 [10]

給 料 賃 金 [11]

[12]

[13]

[14]

[15]

[16]

そ の 他 の 経 費 [17]

専 従 者 給 与 [20]

322

311

312

323

331

309 310

302 - 304

329

301 344
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<< 科目初期設定 >>

【青色不動産】

貸借対照表

資産の部

負債の部

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

現 金

普 通 預 金

定 期 預 金

そ の 他 の 預 金

受 取 手 形

未 収 賃 貸 料

未 収 金

有 価 証 券

前 払 金

貸 付 金

建 物

建 物 付 属 設 備

構 築 物

船 舶

工具・器具・備品

土 地

借 地 権

公 共 施 設 負 担 金

事 業 主 貸

借 入 金

未 払 金

保 証 金 ・ 敷 金

事 業 主 借

元 入 金

101

103

104 105

102 106

111

122

171 139

119 121

120

141

142

143

146

147

162

129

204 221

205 206

209

217

600
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<< 科目初期設定 >>
【青色農業】

損益計算書

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

租 税 公 課 [８]

種 苗 費 [９]

素 蓄 費 [10]

肥 料 費 [11]

飼 料 費 [12]

農 具 費 [13]

農 薬 ・ 衛 生 費 [14]

諸 材 料 費 [15]

修 繕 費 [16]

動 力 光 熱 費 [17]

作 業 用 衣 料 費 [18]

農 業 共 済 掛 金 [19]

減 価 償 却 費 [20]

荷 造 運 賃 手 数 料 [21]

雇 人 費 [22]

利 子 割 引 料 [23]

地 代 ・ 賃 借 料 [24]

土 地 改 良 費 [25]

[26]

[27]

[28]

[29]

雑 費 [30]

貸 倒 引 当 金 [37]

[38]

[39]

専 従 者 給 与 [41]

貸 倒 引 当 金 [42]

[43]

[44]

322

312

313

323

331 332

309 310

329

523

522 524

525 - 535

301 344

343

342

346 - 349
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<< 科目初期設定 >>

【青色農業】

貸借対照表

資産の部

負債の部

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

現 金

普 通 預 金

定 期 預 金

そ の 他 の 預 金

売 掛 金

未 収 金

有 価 証 券

農 産 物 等

未 収 穫 農 産 物 等

未 成 熟 の 果 樹

育 成 中 の 牛 馬

肥料その他貯蔵品

前 払 金

貸 付 金

建 物 ・ 構 築 物

農 機 具 等

果 樹 ・ 牛 馬 等

土 地

土 地 改 良 事 業

受 益 者 負 担 金

事 業 主 貸

買 掛 金

借 入 金

未 払 金

前 受 金

預 り 金

貸 倒 引 当 金

事 業 主 借

元 入 金

101

103

104 105

102 106

112

122

139 171

119 121

120

141 143

147

129

202

204 221

205 206

207

209

231

217

600
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<< 科目初期設定 >>
【収支一般】

損益計算書

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

売 上 ( 収 入 ) [１]

家 事 消 費 [２]

そ の 他 の 収 入 [３]

期 首 商 品 棚 卸 高 [５]

仕 入 金 額 [６]

期 末 商 品 棚 卸 高 [８]

給 料 賃 金 [11]

外 注 工 賃 [12]

減 価 償 却 費 [13]

貸 倒 金 [14]

地 代 家 賃 [15]

利 子 割 引 料 [16]

租 税 公 課 [イ]

荷 造 運 賃 [ロ]

水 道 光 熱 費 [ハ]

旅 費 交 通 費 [ニ]

通 信 費 [ホ]

広 告 宣 伝 費 [ヘ]

接 待 交 際 費 [ト]

損 害 保 険 料 [チ]

修 繕 費 [リ]

消 耗 品 費 [ヌ]

福 利 厚 生 費 [ル]

[ヲ]

[ワ]

[カ]

[ヨ]

[タ]

雑 費 [レ]

専 従 者 給 与 [20]

501 - 503 505 - 510 551 - 565

504

512

410

401 - 409 411 - 419 4101 - 4105

420

302 - 304

355

323

334

309 310

331 332

321 322

314

313

317

318

316

319

311

312

307 308

305 306

329

301 344
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v32
テキストボックス
うち軽減8%は左の売上・仕入の科目設定に基づき、軽減8%の仕訳を集計します。



<< 科目初期設定 >>
【収支不動産】

損益計算書

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

給 料 賃 金 [６]

減 価 償 却 費 [７]

貸 倒 金 [８]

地 代 家 賃 [９]

借 入 金 [10]

租 税 公 課 [イ]

損 害 保 険 料 [ロ]

修 繕 費 [ハ]

[ニ]

雑 費 [ホ]

専 従 者 給 与 [14]

302 - 304

323

334

309 310

331

322

311

312

329

301 344
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<< 科目初期設定 >>
【収支農業】

損益計算書

科目名 科目コード 科目コード 科目コード

小 作 料 ・ 賃 借 料 [９]

減 価 償 却 [10]

貸 倒 金 [11]

利 子 割 引 料 [12]

租 税 公 課 [イ]

種 苗 費 [ロ]

素 蓄 費 [ハ]

肥 料 費 [ニ]

飼 料 費 [ホ]

農 具 費 [ヘ]

農 薬 ・ 衛 生 費 [ト]

諸 材 料 費 [チ]

修 繕 費 [リ]

動 力 光 熱 費 [ヌ]

作 業 用 衣 料 費 [ル]

農 業 共 済 掛 金 [ヲ]

荷 造 運 賃 手 数 料 [ワ]

土 地 改 良 費 [カ]

[ヨ]

[タ]

[レ]

[ソ]

雑 費 [ツ]

専 従 者 給 与 [16]

323

334

331 332

322

312

313

329

301 344
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[170]減価償却データ読込について

個人決算書に[170]減価償却プログラムのデータを読み込むことができます。

減価償却のデータは読み込みｺｰﾄﾞと年度と部門を指定して呼びだすことができます。

※部署の指定をしない場合は全部、指定した場合は指定部署のみを読込みます。

※合併はできません。

読み込み方法は、1.合計－合計金額のみを読込みします。

2.小計－固定資産の種類ごとに読込みします。

3.個別－個々の固定資産を決算書の行数に合わせて上から読込みします。

の３種類があります。

操作方法：1. 下図の画面で、減価読み をクリックします。

2. 減価償却データの読み込むﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞと年度(初期値は呼び出しているﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞと年度を

表示しますが変更可能)を指定します。

部門ｺｰﾄﾞを指定した場合は部門ｺｰﾄﾞに一致したﾃﾞｰﾀのみを読込みします。

選択番号｢1～3｣を入力した後に 減価読み をクリックします。

3. 読み込みが完了すると画面下に『※※減価読込みは終了しました。※※』と表示します。

4. 終了(F5)を押してください。
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･･･「合計金額」のみ転記します。１．合計の場合の転記

「別紙明細の通り」と表示印刷します。

○減価償却

○個人決算書

･･･｢固定資産の種類(科目)ごとの計」を転記します。２．小計の場合の転記

○減価償却

○個人決算書
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･･･各固定資産より決算書の行数に合わせて上から転記します。３．個別の場合の転記

○減価償却

○個人決算書

※減価読みをしたデータには下図 減読 欄に「１～３」の番号を転記します。

番号データがある場合は、上書き入力できません。又、演算(F7)を押しても計算はかかりません。

減価読 後に計算をかけたい場合は、 減読 欄の番号データを delete や 抹消(F4)キーで

削除してください。

番号を抹消すると普通償却費を計算します。
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減価償却データ入力について

償却方法を選択することにより計算式が変わります。

、 。又 フラグにより償却上限をチェックしていますので入力間違え等のないようにご確認ください

耐用年数を見て自動的に償却率を表示します。

※名称・償却方法・期首簿価は必ず入力してください。未入力の場合は計算がかかりません。

償却方法の 耐 用
償却種類 印刷表示 年 数 償却率 月 数 摘要方 法

新定額
11 定額 定額 手入力 自 動 手入力

旧定額
12 旧定額 旧定額 手入力 自 動 手入力

※償却率を印刷
＞欄に○が付くと自動的に改定償却定率(200%)

24 定率(200%) 定率 手入力 自 動 手入力 に変わります。

改定償却率を印刷定率(200%)
改定償却25 定率 手入力 自 動 手入力改定償却(200%)

※償却率を印刷
＞欄に○が付くと自動的に改定償却定率(250%)

13 定率(250%) 定率 手入力 自 動 手入力 に変わります。

改定償却率を印刷定率(250%)
改定償却14 定率 手入力 自 動 手入力改定償却(250%)

旧定率
15 旧定率 旧定率 手入力 自 動 手入力

※旧定率・旧定額の場合で
期首簿価＜取得価額×0.05の時に

空欄 自動的に5%均等に変わります。

均等償却16 ５％均等 入力可 入力可 入力可 手入力

空欄 新定額 ※残存価額０円で全額償却
17 定額(無) 入力可 手入力 自 動 手入力

空欄 旧定額 ※残存価額０円で全額償却
18 旧定額(無) 入力可 手入力 自 動 手入力

空欄 ※残存価額０円で全額償却分母
19 均等償却 入力可 手入力 12 手入力耐用年×

分子 分母/
20 一括償却 空欄 空欄 １／３ 空 欄

明細別途保管

措法28の221 少額資産 空欄 空欄 空欄 空 欄

空欄 ※残存価額０円で全額償却分母:入力可
22 リース 入力可 手入力 12 手入力耐用年×

23 手入力 手入力 手入力 手入力 手入力
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＜定額の場合＞

償却方法には「11:定額」を選択します。償却方法「定額」を印刷します。

※備忘価格１円まで償却計算します。

＜旧定額の場合＞

償却方法には「12:旧定額」と入力します。償却方法「旧定額」を印刷します。

耐用年数を入力すると『旧定額の表に基づき償却率を自動表示します 』。

※取得価額の5%まで償却計算します。

＜定率の場合＞

「 」「 」 。 「 」 。償却方法には 24:定率(200%) 13:定率(250%) を選択します 償却方法 定率 を印刷します

又耐用年数より保証額、償却率、改定率を自動表示し計算します。

改定率は＞欄の○(保証額＞償却額)の計算判定に使用しています。印刷はしません。

※備忘価格１円まで償却計算します。

＜改定償却率に変わる年＞ －(上記(例)平成24年分の場合)

定率であっても＞欄に○が付いた場合自動的に「25:改定償却(200%) 「14:改定償却(250%)」」

に変わります｡ 切り替わった際に改定取得価額が空欄の場合は期首簿価を転記します。

改定取得価額＝期首簿価の場合は記載例のように改定償却率と償却率と普通償却費と調整前

－改定に変わった年のみ記載します。償却額を印刷します。

改定取得価額>期首簿価の場合は画面は改定率と償却率両方表示しますが

改定償却率と普通償却費を印刷します。
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※摘要欄が空欄の場合に「改定償却」の文字を自動表示します。 (手入力優先)

※改定償却に変わった年以降は「償却の基礎になる金額」は変わらず、前期末残高のみを変更

していきます。

＜旧定率の場合＞

償却方法には「15:旧定率」と入力します。償却方法「旧定率」を印刷します。

耐用年数を入力すると『旧定率の表に基づき償却率を自動表示します 』。

※取得価額の5%まで償却計算します。

＜取得価額の95%相当額に達した場合(平成20年から適用)＞

取得価額×0.05≧期首簿価の場合に旧定額、旧定率は自動的に「16:5%均等」へ切り替えます。

償却方法は空欄ですが、下段に手入力可能です。[ロ]償却基礎金額は取得価額×0.05を表示し

ます。摘要欄が空欄の場合は自動的に「均等償却」と表示します。(手入力優先)

※備忘価格１円まで償却計算します。

(国税庁資料より)

※21年目以降は償却の基礎になる金額は変えずに、期首簿価を減らしていきます。

＜無形固定資産の場合＞

償却方法には「17:定額(無)又は18:旧定額(無)」を選択します。償却方法は空欄で印刷します。

償却方法下段に手入力可能です。

17:定額(無)は新定額法と同じ率を使い計算します。－０円まで償却※19年4月1日以降用

18:旧定額(無)は旧定額法と同じ率を使い計算します。－０円まで償却※19年3月31日以前用

※全額償却計算します。(０円になるまで償却計算します。)
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＜繰延資産の場合＞

償却方法には「19:均等償却」を選択します。償却方法は空欄で印刷します。償却方法下段に手

入力可能です。19:均等償却は償却率は分子/分母で計算します。分母は耐用年数×12 分子は月

数を表示します。

※全額償却計算します。(０円になるまで償却計算します。)

＜一括償却資産の場合＞

償却方法には「20:一括償却」を選択します。償却方法は空欄で印刷します。

償却方法下段に手入力可能です。償却率は1/3表示します。

※全額償却計算します。(０円になるまで償却計算します。)

＜少額資産の場合＞

償却方法には「21:少額資産」を選択してください。取得価額を入力すると期首簿価が空欄の場合

同額を転記します。(手入力優先)

摘要欄が空欄の場合 を自動表示します。(手入力優先)、「明細別途保管・措法28の２｣
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＜リース資産の場合＞

償却方法には「22:リース」を選択します。償却方法は空欄で印刷します。償却方法下段に手入

力可能です。22:リースは償却率は分子/分母で計算します。

耐用年数を入力すると分母空欄時に耐用年数×12 (手入力優先)

耐用年数を入力しない場合は分母を手入力してください。分子は月数を表示します。

※全額償却計算します。(０円になるまで償却計算します。)

＜上記償却方法で償却できない場合＞

償却方法には「23:手入力」選択し 「ト、リ、ヌ」以外は全て手入力してください。、

共有持分をまとめてマイナス金額で入力する場合

償却方法には「23：手入力」を選択します。期首簿価に「0」を入力し、必要経費の欄に

金額を手入力します。売却欄にチェックを付けると未償却金額の0円を表示しません。



減価償却資産の計算
※減読フラグ有りの場合、全項目計算はかかりません。

6桁
漢字2文字

イ 取得価額 13桁
自動印刷 表示手入力

12:旧定額 旧定額 －

24:定率(200%)
13:定率(250%)

25:改定償却(200%)
14:改定償却(250%)
15:旧定率 旧定率 －

12:旧定額、15:旧定率の場合

18:旧定額(無) 空欄 手入力可
19:均等償却 空欄 手入力可
20:一括償却 空欄 手入力可
21:少額資産 空欄 手入力可
22:リース 空欄 手入力可
23:手入力 空欄 手入力可

を転記

11:定額
12:旧定額
24:定率(200%)
25:改定償却(200%)
13:定率(250%)
14:改定償却(250%)
15:旧定率
16:5%均等
17:定額(無)
18:旧定額（無）
19:均等償却
20:一括償却
21:少額資産
22:リース
23:手入力

－

取得年月は19年3月以前は選択不可

取得年月は19年3月以前は選択不可

切換 定額 －11:定額

切換 定率

ロ 償却基礎金額 13桁

※期首簿価がなしの時は計算無
取得価額
取得価額×0.9

期首簿価
改定取得価額

取得価額
手入力

17:定額(無)

の場合入力可

※円未満切捨

※マイナスはクリア

期首簿価

取得年月は19年3月以前は選択不可
選択した場合18:旧定額(無)へ自動的に

取得価額

必ず入力してください。

選択した場合は自動的に15：旧定率へ

定率

[イ]取得価額×耐用年数に一致した保証率

24:定率(200%)・13:定率(250%)又は25:改定償却(200%)・14:改定償却(250%)の場合

端数切上

取得価額×0.05(端数切捨)≧期首簿価
の場合16:5%均等へ自動的に切換

行編集(F6)にて削除してください。

24:定率(200%)･13:定率(250%)で判定＞
○がついた時は25:改定償却(200%)･14:
改定償却(250%)へ自動的に切換

16:5%均等

電子申告用で、印刷しません。
令、平、昭、明、大

空欄 手入力可

元号を選択していない場合、年又は月を入力すると「令」を表示します。

名称 漢字7文字×2

元号

面積
単位

取得年月日

※必ず入力してください。
入力しないと一切の計算がかかりません。
名称を消しても行抹消にはなりません。

期首簿価

※上書き含む

13桁
21:少額を選択し、期首簿価空欄なら取得価額を転記
期首簿価がない時は無計算無－償却基礎金額、普通償却
費、調整前償却額、償却費合計、未償却残ｸﾘｱ

－

手入力

24:定率(200%)・13:定率(250%)・25:改定償却(200%)・14:改定償却(250%)又は23:手入力

※円未満切捨
期首簿価
改定取得価額

－

○を付け、償却方法が24:定率(200%) → 25:改定償却(200%)･13:定率(250%)→

選択した場合15：旧定率へ自動的に

取得年月は19年3月以前は選択不可

償却方法を選択してください。

取得価額×0.05
取得価額
取得価額
取得価額

切換 空欄 手入力可

償却方法

選択した場合12：旧定額へ自動的に

償却保証額

改定取得価額 13桁
償却保証額×償却月数÷12≧償却基礎金額×償却率×償却月数÷12の場合『＞』欄に

14:改定償却(250%)とする
25:改定償却(200%)･14:改定償却(250%)時に改定取得価額が空欄の場合は期首簿価

13桁

上書き可

24:定率(200%)･13:定率
(250%)･25:改定償却(200%)・
14:改定償却(250%)・23:手入
力以外入力不可

耐用年数に応じて自動計算します。
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3桁
ニ 月数 2桁 12以上は12

11:定額
12:旧定額

24:定率(200%)
13:定率(250%)

25:改定償却(200%)
14:改定償却(250%)
15:旧定率
16:5%均等
17:定額(無)
18:旧定額（無）
19:均等償却
20:一括償却
21:少額資産
22:リース
23:手入力

19:均等償却
20:一括償却
22:リース
23:手入力
19:均等償却
20:一括償却
22:リース
23:手入力

売 □ 売却廃棄の時にチェックを付けてください。－未償却残高空欄となります。

※円未満切上

※円未満切捨

※円未満切上
24:定率(200%)
13:定率(250%)

ニ月数（分母入力で自動表示）
耐用年数×12

印刷時償却率欄へ率優先

印刷時償却率欄へ率優先

空欄の場合　耐用年数×12
手入力

印刷時償却率欄へ

手入力可
手入力 改定率・償却率・分子・分母手入力※率優先
分子:月数/分母:空欄なら耐用年数×12

※期首簿価＝改定取得価額の場合には改定償却率と定率法の償却率を

改定率は､24：定率(200%)・13：定率(250%)・25：改定償却(200%)・14：改定償却(250%)

印刷時償却率欄へ

の場合に表示します。

均等償却、一括償却、リース、手入力以外は入力不可
ニ月数

分子:月数/分母:耐用年数×12

分母

均等・ﾘｰｽ
分子／分母

分子 1
ニ月数

改定率 5桁

3

※＞欄に○が付いた時は改
定償却率を印刷し、償却率は
条件により印刷

旧定額:耐用年数に一致する率
定額法:耐用年数に一致する率

旧定率：耐用年数に一致する

定額法:耐用年数に一致する率
旧定額:耐用年数に一致する率

期首簿価＝改定取得価額だった場合
改定率を上段へ印刷し、償却率下段へ
(　)ｶｯｺを付けて印刷

※償却率は画面表示するが
印刷無

耐用年数 それ以外はクリア

定率法:耐用年数に一致する率

ハ 償却率 5桁

※償却方法に一致する率を表示

－

空欄

改定償却率:耐用年数に一致する率

　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ

　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ
　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ

　Ｂ＝ロ償却基礎金額×ハ償却率×ニ月数÷12

11:定額

・期首簿価－１＞1
・期首簿価－１≦０　ホ計算無
1円まで償却

　Ｂ＝ロ償却基礎金額×ハ償却率×ニ月数÷12
　Ａ＝期首簿価－１

　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ

　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ
　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ

　Ｂ＝ロ償却基礎金額×ハ償却率×ニ月数÷12

12:旧定額

取得価額の5%まで償却
・期首簿価－(取得価額×0.05)≦０　ホ計算無
・期首簿価－(取得価額×0.05)＞０　
　Ａ＝期首簿価－(取得価額×0.05)

分子:1/分母:3

1円まで償却
・期首簿価－１≦０　ホ計算無
・期首簿価－１＞1
　Ａ＝期首簿価－１

　 表示します。

※印刷は改定償却率の時は改定償却率を印刷

定率法:耐用年数に一致する率
改定償却率:耐用年数に一致する率

手入力
2～100年入力

＞
償却保証額より普通償却額が小さい場合に、自動的に○を付けて償却方法を25:改定償却(200%)･14:改定償却(250%)
とします。

期首簿価＜改定取得価額だった場合

改定率を下段の償却率欄へ印刷

ホ 普通償却費 13桁
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25:改定償却(200%)
14:改定償却(250%)

※円未満切捨

※円未満切上

※円未満切捨
17:旧定額(無)
18:定額(無)

※円未満切捨
19:均等償却
20:一括償却
21:少額資産 上書き手入力

※円未満切捨

23:手入力 上書き手入力
売却廃棄 売却廃棄の時にクリックするとチェックが付きます。

ヘ 割増特別償却 13桁
ト 償却費合計 13桁

取得価額が入力されたら、100%を表示。手直し可。

※期首がない時はクリア
※13：少額資産は空欄
※売却ﾁｪｯｸ有は空欄

　Ａ＝期首簿価－１
・期首簿価－１＞1

チ 事業専用割合 6桁

1円まで償却
・期首簿価－１≦０　ホ計算無

期首簿価＝改定取得価額だった場合
上段へ印刷
期首簿価＜改定取得価額だった場合上段:

ホ普通償却

　Ｂ＝ロ償却基礎金額×改定償却率

　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ

下段へ印刷

　　　 ×ニ月数÷12 ※円未満切上
　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ
　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ

下段:
調整前償却額

　Ａ＝期首簿価－１
　Ｂ＝期首簿価×償却率

期首簿価＝改定取得価額だった場合
計算表示し、(　)ｶｯｺを付けて下段へ印刷
期首簿価＜改定取得価額だった場合
計算表示し、印刷はしない

※円未満切上　　　 ×ニ月数÷12
　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ

　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ

　Ａ＝期首簿価－(取得価額×0.05)
　Ｂ＝ロ償却基礎金額×ハ償却率×ニ月数÷12
　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ
　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ15:旧定率

取得価額の5%まで償却
・期首簿価－(取得価額×0.05)≦０　ホ計算無
・期首簿価－(取得価額×0.05)＞０　

　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ
全額償却
・期首簿価＞０

16:5%均等

1円まで償却
・期首簿価－１≦０　ホ計算無
・期首簿価－１＞1
　Ａ＝期首簿価－１
　Ｂ＝(ロ償却基礎金額－１)÷5×償却月数÷12
　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ

　Ｂ＝ロ償却基礎金額×分子÷分母
　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ
　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ

　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ
　　Ｂ－Ａ＜０の場合　ホ＝Ｂ

全額償却
・期首簿価＞０
　Ａ＝期首簿価
　Ｂ＝ロ償却基礎金額×ハ償却率×ニ月数÷12
　　Ｂ－Ａ≧０の場合　ホ＝Ａ

[ト]×[チ]

　Ａ＝期首簿価
　Ｂ＝ロ償却基礎金額×分子÷分母

自動計算無

22:リース

全額償却
・期首簿価＞０
　Ａ＝期首簿価

自動計算無
※未償却残高０

空欄でも100%として計算
※計算結果０でも０表示

手入力
[ホ]＋[へ]

13桁未償却残高ヌ

13桁必要経費リ

期首簿価－[ト]償却費合計

13：少額資産は、取得価額×割合（空欄時は100%）

※21：少額資産は空欄だが手入力可

ホ 普通償却費 13桁
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11:定額
12:旧定額
24:定率(200%)
25:改定償却(200%)
13:定率(250%)
14:改定償却(250%)
15:旧定率
16:5%均等
17:定額(無)
18:旧定額（無）
19:均等償却
20:一括償却
21:少額資産
22:リース
23:手入力

青色一般･農業33行 青色不動産34行 収支一般・農業 28行・収支不動産29行

摘要 漢字7文字×2 均等償却

－
－
－
改定償却

上段:明細別紙保管 下段:措置法28の2
－
－

－
改定償却

－

－

－
－
－
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[71] 不動産所得用付表《国外中古建物の不動産所得に係る損益通算等の特例》

国外中古建物の不動産所得に係る損益通算等の特例がある場合に入力します。

行数が足りない場合は続１・２をクリックすると
続１は21行・続２は20行入力可能です。
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【 国外中古建物の不動産所得に係る損益通算等の特例計算式と注意 】

NO 文字数 行数及び注意

【国外中古建物の損失金額等】 21行入力可

※所得金額が赤字になる場合

資産名称 漢字20文字×2行

Ａ収入金額 14桁：手入力 入力行数が不足する場合は

合 計 縦計 ※上書優先 別紙作成し、縦計手入力

Ｂ必要経費 14桁：手入力 入力行数が不足する場合は

合 計 縦計 ※上書優先 別紙作成し、縦計手入力

Ｃ損失金額 必要経費－収入金額

合 計 縦計 ※上書優先

Ｄ減価償却費 14桁：手入力

合 計 縦計 ※上書優先

ＥCとD少ない方の金額 CとDの少ない方の金額を転記

合 計 縦計 ※上書優先 Ｍ欄に転記

Ｆ Ｃ－Ｅ Ｃ－Ｅ

合 計 縦計 ※上書優先 Ｋ欄に転記

【国外中古建物以外の国外不動産の所得金額】 21行入力可

※所得金額が黒字になる場合

資産名称 漢字20文字×2行

Ｇ収入金額 14桁：手入力 入力行数が不足する場合は

合 計 縦計 ※上書優先 別紙作成し、縦計手入力

Ｈ必要経費 14桁：手入力 入力行数が不足する場合は

合 計 縦計 ※上書優先 別紙作成し、縦計手入力

Ｉ所得金額 必要経費－収入金額 入力行数が不足する場合は

合 計 縦計 ※上書優先 別紙作成し、縦計手入力

【国外不動産所得の損失金額の計算】 全11行:2行までP.3に印刷

Ｊ国外中古建物 Ｉの合計を転記

Ｋうち償却費以外 Ｆの合計を転記

Ｌ国外不動産所得 Ｊ－Ｋ ※赤字の場合は０

Ｍうち償却費 Ｅの合計を転記

Ｎ国外不動産損失金額 Ｍ－Ｌ ※赤字の場合は０
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プリント

Ａ３・Ａ４用紙への出力、System-Vでは両面印刷が可能です。

用紙のセット方法については、次ページを参照してください。
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1. 画面左上の「プリント」をクリックするか

「F7:プリント」を押します。

2. 左図の画面より出力用紙を選択します。

白紙Ａ３片面･･青色一般～青色不動産

白紙Ａ４片面･･青色・収支

白紙Ａ３両面･･青色一般～青色不動産

白紙Ａ４両面･･青色・収支

※両面印刷はSystem-Vのみの機能です。

3. 左図の画面を表示します。

印刷する帳票にチェックを付けると、

画面左上に「印刷」と「プレビュー」を表示

します。

「印刷」をクリックするか 「F3:プリント」を、

押します。

※全表を指定する場合は 全指定(F8)を、指定を

全て解除する場合は 指クリア(F9)を押します。

※複数のプリンタを持っている場合、切替が可能です。

1） 1:プ切替 (F1)を押します。

2）左図の画面を表示します。

使用するプリンタの をクリックするか、○

下の[ ]に番号を入力し Enter を押します。

3）指定が完了しましたら、 5:終了 (F5)を押して

画面を閉じます。
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4. 印刷設定項目を表示します。

『印刷しない項目』を指定します。

【印刷しない場合にﾁｪｯｸを付ける項目】

白紙用紙には全項目印刷します。

白紙印刷の場合で印刷したくない

項目のみﾁｪｯｸを付けます。

様式に合わせて選択してください。

選択後、 5:終了 （F5）を押します。

5. 左図の画面を表示します。

Enter を押してください。

※ 印刷を中止する場合は Ｆ５ を押します。

※ 印刷を途中で終了したい場合

Ctrl + X + C を押してください。
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ページプリンタのオフセット補正プログラムの操作(印字位置調整)

ページプリンタにて出力作業を行う場合、用紙の裁断等により印字がずれる場合があります。
印字がずれた場合のみ「補正」を行います。（部分的な補正は行えません。）
ＬＸのオフセットにおいては、指定プログラムごとにオフセット補正プログラムがあります。
印字位置の調整が必要な場合は調整の をクリックしてください。

（※各プログラムの用紙に対して１度行えばどのユーザでも共通で調整できます。

プログラムが変わった際には再設定が必要です。）

印字がずれたら、以下の手順で作業を行ってください。

① 各用紙を１枚ずつ印字し、印字のズレ
具合(上下左右に何mm)を確認します。

② 印刷する用紙サイズの画面を表示
します。

③ 印刷する帳票の をクリックし、□
チェックマークを付けます。

④ 調整の をクリックします。

⑤ 左図画面を表示します。

⑥ 補正値に を入力します。数値
(左図例を参照ください)

例） 1,234,567

上に5mm
右に5mm

例）縦方向

上に5mmズレていた(下に移動) → 5.0
下に5mmズレていた(上に移動) → -5.0

例）横方向

左に5mmズレていた(右に移動) → 5.0
右に5mmズレていた(左に移動) → -5.0

⑦ 設定が完了したら、Ｆ５ で終了します。

プリントオフセット補正値を設定してプリントを行っても、用紙のセット位置や給紙装置の
状態等により、印字がズレる場合がありますのでご了承ください。
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ページプリンタにおける縮小印刷方法 ～ Ｂ４出力をＡ４へ ～

ページプリンタでは、用紙のサイズを変更して印刷することが可能です。

例として 「Ｂ４をＡ４へ」縮小印刷する方法を説明します。、

《 》ＮＰＰ８４５
① プリンタの電源を切ります。

② Ｂ４用紙がセットされているホッパの用紙サイズ設定ダイヤルを「＊」に変更します。

③ プリンタの電源を入れます。

④ を押し、ランプを消します。印刷可

⑤ （▲）を押し、表示を に変更します。ホッパ 「ホッパ１又は２ Ａ４ヨコ ポート」

（Ａ４が入っているホッパを指定します ）。

⑥ を押し、ランプをつけます。印刷可

⑦ プリントの指示を出します と表示され、出力を開始します。。「Ｂ４→Ａ４」

※ と表示されましたら、 を押してください。「ホッパ Ｂ４セット」 印刷可

と表示され印字を開始します。「Ｂ４→Ａ４」

※指定がよくわからなくなってしまった場合※

プリンタの電源を切り、最初からやり直してください。

又は、 を押し、 （▲）を２回押し、 を押してランプを印刷可 ホッパ 印刷可

付けると最初からやり直すことができます。 (初期設定に戻ります)
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様式変換

【概要】
個人決算書様式変換プログラムは、データを青色から収支へ（または収支から青色へ)変換

することのできるプログラムです｡

（ 、 ） ）例えば昨年は収支内訳書(一般)で申告していたが 今年からは青色決算書(一般 となる場合

変換は同一ユーザコードで同一様式にしか行えません。

他のユーザコードへ様式を変更してデータ移すことはできませんので注意してください。

※変換作業を行っても変換元のデータはそのまま残ります。

青色一般 → 収支一般(営業等) 収支一般(営業等) → 青色一般

青色不動産 → 収支不動産 収支不動産 → 青色不動産

青色農業 → 収支農業 収支農業 → 青色農業

【様式変換前の注意点】

データ変換作業を行う場合は、他の端末機械で同一ユーザを開いていないことを確認して・

ください。

他の申告書プログラムが起動しているとデータがおかしくなる場合があります。

・変換先に既にデータがある場合、変換作業を行うとデータを します。上書き

を保存しておきたい場合は F10 [78] GPデータ搬出を行い、ＵＳＢ等にデータ

保存をしてください。

【様式変換方法】

1.[320］新個人決算書を呼び出し

様式変換するﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞと年度を

を選択指定した後に21:様式変換

します。

21 Enter を押す

又は

21 をクリックします。
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2. 左図の様式変換画面を表示します。

・青色一般 → 収支一般

・青色不動産 → 収支不動産

・青色農業 → 収支農業

・収支一般 → 青色一般

・収支不動産 → 青色不動産

・収支農業 → 収支農業

該当する変換を選択し、 実行 を

クリックします。

3. 変換作業が終了すると

※※※ 変換実行しました ※※※

と画面下に表示します。

4. 変換作業を終了する場合は 5:終了 (F5)を

押してください。



- 82 -

青色←→収支変換内容

※メニュー区分は、所得金額がない場合には他の項目にデータがあった場合でも「1」には

なりません。手動で｢1｣としてください。

【全様式共通】

・住所、氏名欄・会計読みするﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ・合併・各 ﾁｪｯｸ・印刷設定を移行します。Ö

・青色P.4及び青色申告特別控除の変換はありません。

・相手先に項目がない場合は変換はありません。

青色減価償却 収支減価償却«

・青一般→収一般の場合、29～33行目の変換はありません。 ※青不動産の場合は30～34行目

青色一般P.1 収支一般P.1 変換項目«

青色 収支 青色 収支 青色 収支 青色 収支« « « «

[1] [1] [12] [ﾎ] [20] [11] [31] [ﾚ]« « « «

[2] [5] [13] [ﾍ] [21] [12] [38] [20]« « « «

[3] [6] [14] [ﾄ] [22] [16] 措置法差額« « «

[5] [8] [15] [ﾁ] [23] [15] ※青色« « «

[8] [ｲ] [16] [ﾘ] [24] [14] [34] ～ [36]« « «

[9] [ﾛ] [17] [ﾇ] [25]～[28] [39] ～ [41]« «

[10] [ﾊ] [18] [13] [ｦ]～[ﾖ] [42] ～ [45]« « «

[11] [ﾆ] [19] [ﾙ] [29][30] [ﾀ] の変換はありません。« « «

青色一般P.2 収支一般P.1 変換項目«

給料賃金の内訳

青:全4行 →収:1～3行目はそのまま変換

その他は4行目をプラスして変換

専従者給与の内訳(青色)

氏名・続柄・年齢・従事月数

全4行 → 1～3行目はそのまま変換

4行目は削除

その他

月別売上(収入)金額計及び仕入金額計 ・売上・仕入金額の明細

家事消費等・雑収入(その他の収入) ・貸倒引当金繰入額の計算

・青色申告特別控除額の計算

の変換はありません。

青色一般P.2 収支一般P.2 変換項目«

売上(収入金額)の｢うち軽減税率対象｣金額

仕入金額の｢うち軽減税率対象｣金額

地代家賃の内訳

支払先の住所・氏名

青：3行25文字→収：3行21文字まで変換

賃貸物件

青：3行10文字→収：3行8文字まで変換

青色一般P.3 収支一般P.1 変換項目«

税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳

支払先の住所・氏名

青:2行21文字 → 収:2行17文字まで変換

青色一般P.3 収支一般P.2 変換項目«

売上(収入)金額の明細

仕入金額の明細

利子割引料の内訳

本年中における特殊事情
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青色不動産P.1 収支不動産P.1 変換項目«

青色 収支 青色 収支 ※青色 [22]« «

[1] [1] [11] [6] ※収支 [8]« «

[2] [2] [12]～[16] の変換はありません。«

[3] [3] [ﾆ]« «

[5] [ｲ] [17] [ﾎ]« «

[6] [ﾛ] [20] [14]« «

[7] [ﾊ] 土地等を取得す«

[8] [7] るために要した«

[9] [10] 負債の利子の額«

[10] [9] 青色 収支« «

【青色不動産P.2 収支不動産P.1 変換項目】«

不動産所得の収入の内訳

※青色→収支の場合は211～215行目の変換はありません。

所在地

青:13文字 → 収:9文字まで変換

賃借人の住所・氏名

青:15文字 → 収:10文字まで変換

貸付面積

青:9桁 → 収:9桁変換

給料賃金の内訳

青:2行 収:2行«

専従者給与の内訳(青色) 事業専従者の氏名等(収支)«

氏名・続柄・年齢・従事月数 を変換します。

※収支→青色の場合2行目の変換はありません。

氏名

青:16文字 → 収:14文字まで変換

【青色不動産P.3 収支不動産P.2 変換項目】«

地代家賃の内訳 青:11行 収:11行«

支払先住所・氏名及び賃借物件

青:1行目･2行目 → 収:1行目･2行目へそのまま変換

3行目･4行目 → 3行目･4行目を足して3行目へ変換

※スペースがある場合は詰めて変換します。

借入金利子の内訳 青:10行 収:10行«

支払先の住所・氏名

青:21文字 → 収:20文字まで変換

※青色→収支 スペース詰めて変換します。

税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳 全項目変換

その他

収支

修繕費の内訳・貸付不動産の保有状況 の変換はありません。

【青色不動産P.4 収支不動産P.2 変換項目】«

本年中における特殊事情

青:27行15文字

1行目･2行目 → 収:1行目･2行目を足して1行目へ変換

(以降同処理)

収:７行35文字

1行目のﾃﾞｰﾀを3行に分割 → 青:1～3行目へ変換

(以降同処理)

ｽﾍﾟｰｽを詰めて変換します。
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青色農業P.1 収支農業P.1 変換項目«

青色 収支 青色 収支 青色 収支 青色 収支« « « «

[1] [1] [12] [ﾎ] [21] [ﾜ] [33] [ﾅ]« « « «

[2] [2] [13] [ﾍ] [22] [8] [34] [ﾗ]« « « «

[3] [3] [14] [ﾄ] [23] [12] [41] [16]« « « «

～のうち、肉牛用について[5] [5] [15] [ﾁ] [24] [9]« « «

特例の適用を受ける金額[6] [6] [16] [ﾘ] [25] [ｶ]« « «

[8] [ｲ] [17] [ﾇ] [26]～[29] ※青色 [37]～[39]« «

[9] [ﾛ] [18] [ﾙ] [ﾖ]～[ｿ] [42]～[44]« « «

[10] [ﾊ] [19] [ｦ] [30] [ﾂ] ※収支 [11]« « «

[11] [ﾆ] [20] [10] [32] [ﾈ] の変換はありません« « «

青色農業P.2 収支農業P.1 変換項目«

雇人費の内訳

青:1～2行目 → 収:へ変換

収:1行目 → 青:1行目へ変換

3行目･4行目 → 3行目･4行目を足して、青:2行目へスペースを詰めて

変換します。

専従者給与の内訳(青色) 事業専従者の氏名等(収支)«

氏名・続柄・年齢・従事月数 を変換します。

青色農業P.2 収支農業P.2 変換項目«

収入金額の内訳 ※青色

田畑・果樹 田畑 (1～9) ｢本年収穫量｣の変換はあり«

特殊施設 特殊施設 ません。«

畜産物その他 畜産物その他 ※収支「田畑」７～９は«

雑収入 雑収入の内訳 青色果樹１～３へ変換します。«

青色

｢農産物以外の棚卸高の内訳｣の変換はありません。

青色農業P.3 収支農業P.2 変換項目«

果樹・牛馬等の育成費用の計算

名称

青:上下段8文字 → 収:上下段7文字まで変換

金額の計算方法

青:15文字 → 収:9文字まで変換

青色

利子割引料・税理士等の変換はありません。

青色農業P.3 収支農業P.1 変換項目«

地代家賃・賃借料 青:2行 収:2行«

住所氏名

収:18文字 → 青:15文字まで変換

小作料、賃耕作料

収:7文字 → 青:5文字まで変換

青色農業P.4 収支農業P.2 変換項目«

本年中における特殊事情

青:23文字 → 収:13文字まで変換



- 85 -

年度更新 繰越項目一覧表

【新個人決算書】 …データをそのまま移行 …年度更新処理 …データ削除

※記載されていない項目…データ削除

様式 繰 越 項 目
青色一般P.1 提出年月日及び各金額欄(上書き含む）:削除

上記以外

青色一般P.2 各金額欄(上書き含む）:削除

年齢+1歳

氏名・続柄・従事月数・ラジオボタン

地代家賃：支払先氏名・賃借物件

青色一般P.3 各金額欄・本年中における特殊事情:削除

※減価償却以外 上記以外

青色一般P.4 期末簿価

期末簿価→期首簿価へ転記各金額欄

科目登録・貸借対照表内で計算する場合のチェック

= ( )- ( )+ ( )+ ( )元入金 元入金 期末 事業主貸 期末 事業主借 期末 青色申告特別控除前の所得金額 期末

青色不動産P.1 提出年月日及び各金額欄(上書き含む）:削除

上記以外

青色不動産P.2 ( )･･･[ ]○1.更新する ○2.更新しない不動産所得の収入の内訳 賃借契約期間～保証金等期末残高

2.更新しないの場合:賃借契約期間～保証金等期末残高:削除

( )･･･[ ]○1.更新する ○2.更新しない不動産所得の収入の内訳 賃借契約期間～保証金等期末残高

1.更新するの場合:不動産収入全てそのまま繰越

給与の内訳の金額欄:削除

年齢+1歳

氏名・続柄・従事月数

青色不動産P.3 各金額欄:削除

※減価償却以外 上記以外

青色不動産P.4 期末簿価・本年中における特殊事情:削除

期末簿価→期首簿価へ転記各金額欄

科目登録・貸借対照表内で計算する場合のチェック

= ( )- ( )+ ( )+ ( )元入金 元入金 期末 事業主貸 期末 事業主借 期末 青色申告特別控除前の所得金額 期末

青色農業P.1 提出年月日及び各金額欄(上書き含む）:削除

上記以外

青色農業P.2 本年収穫量生産頭羽数･販売金額・家事消費金額・農産物の期末棚卸高:削除

年齢+1歳

各期末棚卸高→期首棚卸高へ転記し、期末棚卸高は削除

区分・作付面積(飼育頭羽数)・氏名・続柄・従事月数

青色農業P.3 イ前期からの繰越額以外の項目の金額欄:削除

※減価償却以外 チ翌期への繰越額→イ前年からの繰越額へ転記

上記以外

青色農業P.4 期末簿価・本年中における特殊事情:削除

期末簿価→期首簿価へ転記各金額欄

科目登録・貸借対照表内で計算する場合のチェック・ラジオボタン

= ( )- ( )+ ( )+ ( )元入金 元入金 期末 事業主貸 期末 事業主借 期末 青色申告特別控除前の所得金額 期末

不動産所得付表 資産の名称

青色農業P.4 上記以外削除
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様式 繰 越 項 目
収支一般P.1 提出年月日及び各金額欄(上書き含む）:削除

[営業等・ 年齢+1歳

雑(業務)] 上記以外

収支一般P.2 各金額欄・本年中における特殊事情:削除

※減価償却以外 上記以外

提出年月日及び不動産所得の収入内訳以外の金額：削除

年齢+1歳

収支不動産P.1 ( )･･･[ ]○1.更新する ○2.更新しない不動産所得の収入の内訳 賃借契約期間～保証金等期末残高

2.更新しないの場合:賃借契約期間～保証金等期末残高:削除

( )･･･[ ]○1.更新する ○2.更新しない不動産所得の収入の内訳 賃借契約期間～保証金等期末残高

1.更新するの場合:不動産収入全てそのまま繰越

上記以外

収支不動産P.2 各金額欄・本年中における特殊事情:削除

※減価償却以外 上記以外

収支農業P.1 提出年月日、各金額欄(上書き含む）及び雇人費の内訳の氏名以外：削除

年齢+1歳

上記以外

収支農業P.2 販売金額・家事消費金額・農産物の期末残高・本年中における特殊事情:削除

※減価償却以外 チ翌期への繰越額→イ前年からの繰越額へ転記

各期末棚卸高→期首棚卸高へ転記し、期末棚卸高は削除

上記以外

青色決算書 金額・ラジオボタン:削除

項目名・調整率・転記フラグ医師及び歯科医師用

【各様式減価償却年度更新】

償却方法 繰 越 項 目
償却せず更新 全コピー(前期と同じ)【 】

※[ニ]月数が１～11の時に12

【 】償却して更新

全償却方法 【基本処理】

共通 [ヌ]未償却残高→期首簿価

[ヌ]未償却残高が０円の時は→期首簿価空欄

[ホ]普通償却額､調整前償却額､割増･特別償却､[リ]必要経費の上書は削除

※[ニ]月数が１～11の時に12

摘要は全繰越

売却･廃棄のチェックがある場合、１行抹消して行詰め

[21:少額資産］ 少額の場合は名称と償却方法を残し、削除

[13]定率

[15]旧定率 [ロ]償却基礎金額の上書は削除

[23]手入力 ※それ以外の償却方法の場合は[ロ]償却基礎金額の上書きは残ります。
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